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序　論

　並耳．櫛殉良d準主木工劉袖塞・豆瞳炬曽を癖舶のろち紙しカ’毛柔規

種・q醗して、・＜。、鯨，（ヒもf許て汰亀的瞳域さ瞬裸雌尋旬一の橘

一〇罷種と量ん瑠夫育b。ネ梁延．ρ｝面に賛可るラ憂盆防止と景観施第育、這錯等

の跡、鋳多物謳堵蜘鋼潮すも人びとに惇もちろんの二と．直物＝訴禰而

いが、乏の並並に生沽一5る人びとねビ、第三着にどって・し．ま湾き育童欠†5闇斐！

ヒー熔9フフきテ）る。

　ネ彩ξ（ρり砲0老・窪防止と輩㌶政毛・乞い〃・1（早期｛ぐ蓬厳言Σがは塗奪6課選レどあ

傷二列月麺の霧嫌腕て氏の・／面詫達｛噸生翻微無鷺，いκ）、聾．

急隊柔化工疹凶柳昇棺鋳励甜究さ賎窟引（信り，倉ゴλ豪細りト福21

磁3）翫計て縫・δ赫・・あ・伽・．謡卿・て．吃物うちビも誹

来芝草類（いρ勝緑化彰）の糎｝旨2イず1す工宏嬉どにぶう撚臓4こさ舐たのウ面緑

化工稽皮・て2瞬魏脈励．甑初獅縁齢櫓で1、さ不本物暖ん蓼

茂ぽし、｝民5もみれ③いきねあ罐生が乏しく薦皐・鎌態のに3毛あリ、

多扉隠ノ瀧舵ている諺鱒う毒ねがz「1豹20軍樋氏のり齪ヒ・吻ブ

痂植聾化の蟻、鰹躍・．それ珍正者に評価づ幡こ純．今伽ρり蘇

化にとフて重薯毎課墾と角うつ。さわに．二二薮卑来，どぐ百自幕的植生景看鍵

戯・あ・て、さ．馳と課働禰穿肚蝶、縮蓬厨翻茨胸1し・の郡卿工

．植物｝こ」訴穀霞σ島rし隠う1婦・てき駕れも乙蘇イこ草によ認鹿緑

化工参は謬杷の順の補鰐離覧碕是工彦・してあり，順・髪、多妥陛働緬

　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　。≧β紡の莫ガらしても．董籏・繍と後の植生洩ひ鐡呈移行E前堤ヒしている

を揖塵ぢ5二と1づ’卿工麺物くの脅チラぜ蛙めΣ薯ご蓬礎的曄睨とね9気ぎう。

⊃の・」観莫・康。て，轟1粥診残より、繍⊂釧師慰灘の研貌鷹
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　4）んIO）
りががフてきた。率研琴こけし、ま意て“め厨丁究歳果　　　をとリ《｝てめち主0であう．

翻，の噛の植蠣多机く塵庄回復，、臥て鳳動、の漕’駐乞ほ高

鐘脚橘の継麟・磯鋤壱鋤・酬備、・ぴ・る．諏前》客）融

θ）



鍾臨覆酬酢クいて、徹回餓蹴の賄磁、・ていL丸認橡
雪鋤の・｛認晦鋤御戯麻勤・駒［・劾冨鍵蓬稚諭，しッド，フ蘇フ

の修勢蕨について論’じて、、》．

　奉研喧で回あ偽の順i逝議蛎雌L齪伽恥ゆハ前ぜある．二。で

とくに切耳ヌリのり面芝灯象にしたの沿．七刀耳如1のつ面では蓬岩ザ髭出窃る再能〕隆

縮く’物環境耕・輪底ご‘鋤赫纏熔・ぴ賎舗，盛工副趣り

鍛重彪の勧伽拓形ので’凝、蜷り鍾縦σ撤加佐亥α，て雌

ザ多し、βめである，

　本研存しは）尼⑦う章わ＼らネ薄哉芝戦沓，

豹戴島豊鹸財・・単呈簾翫た雌直多勧荊州面が権擦微

で鯵忌脅く調重し，繍海履1瓶耽樋生昊鋤こつ・、て．とくに，州面

勾配掛び跨・植生との購拷髪し．櫓翅復蹟勢繍らガに巧ち．

　矯2茸で澄，重犠地秀修山轄で嶽立の厳会の多い／覆入アカマ・ソ群藷ののり面セ

どけあげ，吃の約20舅回で「の芝璋奏象のラ肖長ヒ侵入桓生の愛忙について追勘・調壷セ

ぢラ弓い、項箆1む産琴多の過季呈｝＝フいて論ご．疹文立し長アカマツ諺鴇毫名艶のアカマツ

赫・分と肱牽皇し、その託還プ1プ芝マラ穆う。

劾茸ゼ圃多彦楼壕で操5う丁∂罐の樹廠1尉、，肋糠の

福獣ラ貿あd厩影貌1・端い・賢鵬か・糊励・・筋訴め．備榊㌻

的多乞一であ多寛・喚激分彦を閣いてノ象都扇辺ひ山地直踏切取つ①り・面を葵「象に判

楚謝漸稿・・漫へ緒畢矯繍筋。きらに．学促蕎果願1噛の表甦・1競ピ

を関プ条づ㍉す・麺生景香見に文マτ言縮平勉息準芭提集寧5。

癩歓輸騒課露殉・罐蕩縁那．

岬
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引鼠’参溝支蒲ご

D・露田壼＝言ア：締免1薇論、lr勇．毒魔重，

ユ）新麟申三、／1＼購㊨；±木工享りの9面保講工．百ワら，雇禺出蔽身，

3）兎蕪雄・継のリ鰍護工，嘱今．嫡重．

4）吉田博’彊；簿違練うじ施Σ吃向跳ネ直生の琶藩工．．眉66，窪恩雑書添2r（3）1ト｝ワ，

勢　　；法薗槌生の♪）欠遷移玉一rちら．1司，3・（・）・1－・4，

ら）　　＿；σ）り面植～玄ひ椎殺．固73．蕗知go呈蔑a奉由鶏尊会壱尋大含発表覧

　　uら一1｝「7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

謹

ワ）　．森褥裕力輪勲．増田拓即・の順繭蜷秘誠h．階ヲ．

　　勿薗悉系4瞬玩貿1算．昭一1ラ「7，

8）、い篠澄弟．融博宣：窟δ切取朔面の犠椎と鰭植庄の回復にっ・泥．

　　旧つア，扇，タ1集　7う＿仔8

r）・　．　　．太写膝・：堵逼隙稠ヌの個の纏蝋漫と伽鱗祝
　　凹30，囹，皆2集　ぢ8－12う

to）　予）升→1じ7Aタ臼・ζ　～すい認く35　σηLo唄d5（翠IEv久獣（商σ｝へof　ko必51∂e

　　　　　　　　　　　cσ・廿畝ヨ　sbP6’　湧21，葦看臥蓉誹講ど瓢α・民福姦予畠

の勘｝章趣三論の二次愚多｛・フいて，朗．蓬麟鎌別）劃一⑩
　　　　　　　　　　　　　　ロト
12）　　　　　　ごき1還覧5首の！肩動（ハ植生盤穿多1二っいて．（工）．19クク，圖，41ひ），23一ヲ3

ω　　　：為蓮齪勧り帥卿縫報1…　て，側一マ78瓜4庖），・一・ケ

14⊃　　　：喬豊置臆囲面・植空齢多レフいて．（瓜）．1？嬢夙窪・（・）’・－7

・3）　　二窩藩琵の櫓。植生匿移について（の．階r洞．畷穿）3一目

1の1 @　，他1重誌毒受復の’直｛猪の｛｝面桓生懇に痴誘∫調養厨窺報告名．19ク6・

　’遣騒森くヒ像全協含．日犀重艶公団危苔厘麿裡后i

の　　　，健；1直騒のり函櫃生幽多｝こ劇可Σ研究馨宅著．lrク7，局奉重脇団，

　　道．膝ゑ溺ダしづ犀全協含

｝の前中久行：粂接県．大貧今藁ドラづ・ブウエ5にぷ・ける箔趣め糎生画復ヒ法餅『配

　　の霜隼．n・7勾、窪魁難もた・，外2（3）’3一マ、

曽ラ丸山葦平二・飯豊ぬヌフミ平ネ禾直法面の槌生《琴睡にっいて（、），冒ケ『．

　　新三爲で尊濫〕穿部ラ寝習杯報覧12（・），！昏3－6う
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等1章　　　のu面植生景観の隻化相

　　　序畜

　　　　董錯のり面馬一窺娠、の・）藤靴獲飴植由・苅して密厘の為．鐘裡の手が

　　　加之られ5二と感豹しで，移く　泣易含，放蓮される。のり面線にLが薯絞してヵ、

　　　ら、Z晦あ意9が耗量すもと落い之．乏甚以前に蓬設さ戚北重鮎ぞ’溶，とくに切

　　　葺姻囲画⊂勅。て店切敢珍、財ζ鴛φ⇒礁、で放置製・る箕が伽’・r二。

　　　　このように，豊教七しく唾艦・鱈隻、方遥さ孔τきtの9画・既陽豆の植生が

　　　優入し生鴛観しわ・し，の・痢の立兇剰栖造粛勧耗亟聴知励ぐ・＼儲・

　　　て，侵入植勧量や劇脅極譲｝絹餅憐．⊃、／屹整理・ておにと・ξ，の、）

　　　面の麺糎緩にっいての諺翻拒知勝・棚ハ囑擬考乞ら編．

　　　　を二で、本孝で路，でき》ぢσ多くの’しザも並爺復の縫量耳数ひ％・・由姥重

　　　琵勿蜘〃岡面を剛加デ．’をが植嬢窮嫉舅いの、駒飲璽後髭の／郷知

　　　モ油、ゼ、吃の植生景観婆にの麺理にクいて穫考てr庵毛．

昂i節　　調重錯蒙髭畜彰F5び調重彫芸

　1－1　調董路織σ、椴専

　　　／障づ幽あげ諺離鷺翻さ蝿線ご∵調重し鴛切取りの1）面さ倉誹功稲

　　虜こqであろ。以千｝（告多謙架の薇貯セ1丞べ％．

　（／）占甲由糸動壱3踏複

　　　岩甲ム解・読熱甲ドラづブウ珂，勇岬ド列プ勘釧縛び熊直鮪の

　　3錯稗ぞ鋼重望指鳶つfご』調重耳等瑠1匂弓ク9辱ノ7員である。3銘き集その調査のり面

　　【珍誹％ヵ所’ビ’あ乱

　　　珍麗線しひ裾乏警セ〉又し（託す・

　　の素占甲ド74ブウェづ　（伍或徐2ラ写）

　　　哲甲ぬ朱の1繍弥こ運殼建れた孟騰ゼ1．種高iさおポ乞ヲ。O～6。0初の益囲、？あ

　　る。嗣動訓弓鎚耳ぞ．施エ多多あ辱毛耗塾している。のり面は控菌岩咳ゼ＼施エ時

　　晦朔り・謁しで＼以・・縁ぐじ工前福梱貿・妬・・詫溺多、獅旗して一聯く

　　竺算種｝0ヌ百工がさ越ていあ。錘巻蕩観酪稻生砦ア〃マツ～噺に・砧萌檎、陣縁　

（紛
4



　広帝院が5昆狂ぢ・～zつうがカし＼，二の星券漿ぜ①の1）面調琶絢前数、言ヱ（輝所ビかう。

　　レ）裏煮甲ドラ6イウェ6（伍叡復iつ宴り

　　鹿、条の粛面曜書受遡～ヒ董粘ゼ．穫緬1拓・ざ乏3。。＿6ぴ・鰍殖乞囲t。あも。

　開’画制r62耳ゼL潴エ4釦7二昇鴛過Lていも、・羨き甲ど1噺‘、花齢差復σ）リ面ゼ’、

　切蔦し鷺靴ユ・焚・脱…瓦・。↑躍い漫食翻げし．・ヒこう～溺獅騨

　絶5或俗工セでラ弓フてきている。’｝笥皿二疲1主汀アカマツ罧の億か、一考P、しノキの

　豊訴麹1け献凱の個調査力瀦婦・7個配あ5。

　c）芽頂’壷老（董戚復lo等）

　　施工獲、瞬紀亟し覧道鑑ぜ、う諺縁轟ザ熱就フ嚇新’りし・・．種商孫・ざ

　乏くσ1）～700朝の壷囲1・あり，周旦略アカマツ林ザろい。のり面はや・ざり暮嵐彩

　メ錠施錫駆乞彰弘ジ矯エカ・’烈箕・・る諺確舜備婦千7働鴛あ各、

（ユ）嵩野山並踏催威復豹zo算～25算）

　　1rヲ輯3目が引r6碑鯛随・眼施エミ庶離弛に・・協山岳巌聲師．

　梯島、霊23D・㌻冒4D伽の董二囲1でぎ《つ、是痘確ち生層ぜ滉岩項硬岩0、り面が乃い。

　しもザフZ，助取噸9面Φ勾配，さ豪就3分一∫分楠麺とこ3が’御鴻吟

　幻に芝葦雅多蔽百工ヵぐ行㌫り〃紹ひこひ踏燦で、δ慶威獲、彦祈ぜ拡申や動隻工学

　力ぐ姻し、の、）面の切嚇おルや輸彦力済・aα婦こ3うで翫～．

　　初萱1さ1勉フ与ヲ目1二行δい．守唄査方添数はゆD個荊であ毛。

（3）雑渠川購瞳（倣復22罫以と）

　　旺薦離1備い蘇槌で’濃勤拓蝿ぜゴ、繭・さ功）1栃し蹴ひであ

　3．補直達殼釧り夕得以削嚇され、施エ鐘駅ナ3・ヒも22年を樋している。

　の1｝面｝さ粒扱疹，砂考事・ざぜ今ヤートδり嬉～。　　　　　　　　、

　　書騒醐憎ρ目に4稿。楼訥動描気朽r個酢ゼ’掘。

1－2，調勧法

　調勧掴レ斜・桐調査栗婦薩曳錨ていろ項目；（っ・・召稿っ化認の壇

目球別駆廷．の櫓本体の状況とのり面樫蹴沢（鵜ら獅．前着・さ酬

　面勧壮や土獲等ひ立蛇薯囚に〕劇方各工廓尽ごあづ．猿看后のり向植生（ハ橘厳窃・子び

4
（5）



蚤々†さ遍目ていあさ．　の1｝扇植生仏言嗣壷陪、の）面全峰をバ表3Σ完考邑こフ；lt診個

撫歪窪し倉囲面九に2・2伽顔正か憐配行・あヒ．調重・皇帥勃

糧規議職劇諦彰託権昌纏渉嚇鰍。穿勧・穣F」6縮．函乳物ち．

土虚鱗1二臥て氏羨．鼻の／珍さと・）曜量入試雛（コーン頭勲3°．を勧積3

・殖ラ・マー〃7臨2Dω負瞬｝下）にδ・て捌漁鵡箪6ρち，動鐘

痢叢ぞ4・履入蒔鍋餅幽ZO廉短卸裸ヒし罐屠加駅乏状昆
し化・ます・ホ甲諮δ属野ぬビ・沓表箆・畷蘭ヌし参靴昆測亀した。

　喧珪ろ1生よ守び昊翻評価博調査着仇主観的判断に5つている．砦建性．の劉飾δ、

のり表壕師痘勲耀や藷石の再汽乞傑享噛藩享脇て叡；・た。景藪絢詩

り主看旦的ぞあ5が’．手去累的に診．ネ直住の攣茂移塵．とくにネ，奉墾蓼の生責縦3竃移わ

びに，岩盤σ、弓画ひ苔び杉蓉ピひ彦量彦疹ピが参艦るの庭面飼擁≠1嶺幌導し℃つたさ

うで功～・ぢぢ、二碁ら（八言筒重沿老髭線ごとして3～《キ夫1，圧編歳の2刻王ぞダ『・字匿っ

亡三，
の り 面　調 査　票 調ヒ7こ～量

軍　　’1　　H

濃fこ地 噂望」f［仁く．‘｛・

灘萱Kの大’きさ

斜面誌位 1．上舘（ξ量留性） 2．　ド話（崩6】籠） 3． その他（　　　　）

篇∫訴懲 1．　凸 2．　Ψ 3． 凹

燈‡1方ガ・1 1峨櫓 斜面’簾

母岩 硬～昌1（

^岩〔

｝頃1れ目：

@　　　　1．受　　　　’

　由（

Q．　流 3．

　　）ロロ

ｽて　　　　4．　平

セ’」屑一舞（育・讐）
翫莫　　i・2「冊以ド

叱2ζ臥～畠賊 3、a～5㎝ 七競引吋ざ
上　　腰（臼 ・螢）

一L注　　　S，

Sし， し， SiL，　　　eL，　　　　9 L Gあ～
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算2紳　若屋欝象のの1｝面条群℃植生⇒麦ヲ兄《概薯

　　　孝湾へ参蹄線oの1｝面争序℃の1｝面砧桓生壮’泥A緒畢iてクいてるの綴辱芝柔可，

　2－｛　治5告き第のの1｝面条プキの薇尋

　　調査硬恥うち，囲画本体磁翻牛1（っ、・て銭れ嚇鐸遡汽一2一う

　　ド斥育、二、区をキヒじして．危飴系柔ののり面の特姓にフいて託窒℃））このざうにぢ

　　う．ぢお，き恥珠3諸線司引・翫距薦すし化．

　（つ　のり陶（ハ向き（オ位）

　　　六甲ぞ・3勧位砒晦的切写d現してい輸に嬬し．島野岨’1託謁禰

　　が乃く．川跡聡・托～一～・肇倒蜘（多・・．

　（2）のり面の寮麹角

　　　さ、…響・ビ匡づ50°ん60°一が’るフ℃もら（，イピ蓼彪角の頻彦再正髪i紛婦型で働る。さ甲の

　　のり面1言花歯髪綾ぞあつ二と｝急育ぞ1急3㍉i冒乙が．1詔に把禽浩の切取・1が㌻o°～60Dぜ

　　さ八ている二と老柔レてい乞一元∫oσ詞緩呼蘇漁の囲面が脚鈎3P％副あ

　　3が．・拙頑化雌爆切F囲面斌く・潮塩主巧列面と汁邸嘱．

　　　高野山（刀のり面湾ら甲ぶり象イ峻餌で、6。肌86°がもワ℃4ノ㍗〈．吾ノ圭厚の泥塔あ

　　否e爾豚老め硬岩パ1面ザ㍗、・。腫冬して・・る。

　　　1壮獅瑚じ遂庄屠ぞ吻励でげ品。’・％・民徴、嵩野山【・く雇緩・・、

　　　ぢ猷纏斜角。のり勾配の井羅σ3箸よそ来のPであ．う。

留；

（3）瑠面長

「砺餌角〕　（のリ勾齪）

穆1姶

；二1；

’〔イレ鉾身角）　（の弓勾蓄z）

　タ）°　　8／分ら厚

　　∬D　　ワ・0〃
　　らoρ　　　ムヴ0ヴ

　　ロ　　ち∫　　　4・∬〃

（鱒斜角）　（の1｝勾酉乙）

　クo°　　3分亨厘
　クダ　　　2ケ∬〃
　8δ゜　　　1〃ζ〃
　δザ　　　1・○・

　　六甲ヒ鳥野山の癩面農1訓○－15楢の髪し、のm司が脅いの～さ、重鶴ヤ勇右夫きく

本稀飾殆釦負勤車痘ぞかる存め宅’か3ラ，二杣こ銃レ，川跡鱒孝種ぞ轡題

種ゴ八、さ仁施琢代泓窃。・庭’、扉胸葎毛∫西ゆ悔貌翻め加が乃・、，

（4）母岩き煽さの・｝面の浴復

　六甲は托彦彪で’段化庭に毛℃才いて老｛盤ヵ・ら二がワ専でヰ殺蕩にの、すてい・》。攻

の今勧碗ぼ均箸で功う．島薪帥）・比莉れ軌（召生層（属レ．前勧寺ラ儲ぢ

⊂ワ）
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　ミび粘蔽着さり†｝9．移着侍彬糎巻，β歩老あ博び手ヤートより6る．ともに．易

　れら緬甦払リ向麻励％毫し凱・弓。

（5）・含水ζヒ

　　ホ甲と喬野山イ㌧｝・量の翻擁乏細処て珍続琵測望し仁．ヒもに分妬のヤ，該、

　い鴛黒一乞得たが．煮甲ビ［吾ピーワ七ぐ［0％にあり、高野山ではら％以千がもつヒセ

　るく，別に2。劾こピークが功観煮甲で・含ア1〈比力姓較的デ婁、・の薩花菌ち直の彰の

　であ3『フ。‡た，商望予幽でのラ％以千ρ倉フに比熔小岩屠部・分の言訳彩hて5壱もσ「ζ

　露掴巳，含・｛・彫20％蛇㌧7σ花菌箔衡じ擁、Lら由身愈℃弘酵雛工ぞあ

　5杉のて“あろう。　どちらの諸緯．のり｛勧ヒもママ彰）章イ則にあつ℃い気∫「フ。

（6）表毒土φ勾蔭しヒ裸さ

　　この壇属あ♪劉足惇言甲での計4そねった。ニニで’の孝ノ毫・土は1スィヒ甥ワヒ絶肌み1）

　蔵い・雄績土の両着乏含んでいる．表屠土の勾函乙さ4デにげ＿7が瀞箸が、5ぴ以上

　（のリ嫡こ2・分5厘以均のもの筒ア」い．老屠土の藻さ・縮、い、分葎逸木している

　が2Dω戯下が絢手数乞しめあ．

2－2　名・彦老琴皐σ）ネ逼生才ごラ尼の糠学・

　　急銘桑艶の殖鹿菰覧ラ兄の綴馨を・全被慶，群雍高．纏教．不本裡数ヂぶび㌧茸疹絶敬の

　．各項自K毒つて示窃と國1＿ヰのδうKtδう。

の金徽蔑
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につ・・て調べ影厩調重の前提ヒしkので’、。薦う弓耗果力腸引庶．す坊
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鍬雛のリ餓襲（合禰／7・個禰・て．おり、紳の徹・1で・わ錫伽

委しう，吃の緒果r示さ’淑ている。　そ0　作グ）に、参老賓料乙して予偏調・重緒累を

図／一らK永す。これに島ヒ全被凄うo彩以下の頻雇ぜ葡20％働リ、4≧体の殺亭

1辞調重補課刮力％・雌ひコとが桝・制高野蜆‘・IL府・註もに、3。一ぢ魏
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　高の恒1…薪）てた。本翻重ビ髄6さ甲ぜもっヒも高い
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（3）穫数．不参糎数おぎび葦本糎数

　　ρq面1二出現巧訴酷如吝川と桐ぜもっ℃も多く．頻穫のご・＿クがゆ一i5麺にあ

3・函野厩愉卜5種の蜂囲ヒ3引・糎の｛舳が多、・己和。河、てき岬で活

　ぢqo糎ゲ毒フヒ・し多く，このξ毒某がらず収ば，ち｝主ノ毫セつり面⑦労が托勘結のり

面詞乞琳難嫁乃・・．ノ梅牙籔噂撫纏（に剃慌錫壱叡℃も酬L蔚どの

謹者隻うご彩い。

Z－3　老跨蓄県のを竈性乙昊曇舅牲

　　毎定性扮び晃麹性耽舶・調査惹の拷動輪判断し冨・て帰力ぐハ・く・カ・

　の艶緯蒔備調萱麻譲）がら，害是性一桓生全被塵．景観性＿植生全被度郡

　び宙完性一景観牲伊石最ぞれに相蘭性ガ忙乙黄的高いことゲのう・フていう（表／＿

1）07ま・），端ξ｝皇ハこ㌧、」乏iゴ．　導定した

（m）面ゼ植生σ＼挙皮盧が｝高し・場名隔．景観

が知撚励と・・う．ひとつ酵11断茎峯

が喬一程レているヒいガるであ3つ．

　老旛皐ゼ’の条毒果佐爵れぽ．｝｝1上蒋の
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虫と川と祈ゼ’は、のり直1ガぐ石愛着復で’，のり面自俸は寄定してレこうが’．ノ全〉鶏熟（植生

為鍍磁く，呈観性が底毘判崖価様めで励．これ磁し六甲で⑥土窃

のリ面もあ・て、含鋤て被穫が葛く、髪観性もむ晦：的商．、が、花満岩転石や切ワ

の噛・（不般r曙葉ザ励拶1断加奴・伐め．

2一尋の噛殖生の覆ξ種ヒ多様性．

　　）知：・含瀦畜簗に出王易巧ち植身勿謹について、そσ）傷占麓マ纏の乃葎性につし＼て糠訂

　考》．　⊃載にぶって，色多ζ観ののり面桓生の蓬惟臼9棺倒面セ考聚巧喜。

　　勲辺儲蔽レ3鰭鎌全伽・膨望瓠露薩・、勧1糎凄、擁
1痛昌摺び緯韓ら戯禾し1化抑ぞあ．

　　煙ゼ頻膨畠罐・さ，双知イ7ドリ．甚ギ，〈・・クズラ．うイ，ピが

　ラブグ’ラス（以ヒ葦峯♪，ズ湾’ごヤクタ・ゲラ・．　コケ　ラ．ニガ’イケゴ’．　ヤてハキ㌧　木

　・が㍗ズダ毛，匂ツギヤ記覧で脇。蔚袖で、孫嫉、〈つ・ノカ脅一9向，

　篇アレをノギク，ツ9，賄レノぐかフギ．匂ツギ笹ごでノ川ヒ灯勧ぢ久スキ．7

知知ナンソウ，〈7・ノカズラ．ヨ毛ギ，ラツギノコア〃・ノ．リヌウブ．ヌギ

ヒ域碗℃加．危欝飯鍵凄。商。財糎は緬しももの，惚．・カぐ，袴

　縫1吉多橡で，脇の特惟芭1乏頭してひる．

　　彦扉都鼠の彪ち糎を廼箪修ち蔵し；8つて刻峰毒5℃芸1＿4のように＋33。

　　　表1－4　倉錯糠の主奪信優占纏
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　　二巌ぶり，表碑4柄ゼσ木赫薩ザ離レてぢリ，粟さ甲、”比符お｝ぴ

喜野出ぞ・璋さ類弱勉してし・壱．川ヒ導や鳥郵ムののリ動壇エ復爾麺無数

が多、・斌づ鮎糎の類位力・次焙であ各こζ・ざ，木李麺生〈の・移マ紐進んで、・

疹・じヒを示していも。乙轟翫のり面が躍ぞ勾配も彙・で’、植姥の薙ゲ阻宅

されて・・ろ二踵うむ・がわ亡も．一タ、六動像で冨．年本麺の修ぢ種蘇才バ1

ヤう／ヤブシが占卸てい～が’．芦殖老の望’ぐて》乞オtにっヴ〈ネ．疹老葭の彦毫ヤ5む6）が

計あたらず菖・、。て堤幻ず表煮甲ゼ’1萌亥バ㍗シヤブシが圧倒参9｛（修ちしてい釧七

態跡欝う。筋バ㍗シマブ…ノ・翻鮪檎・乙し℃ちぐザbハ穿巫須・梼う乙ま

ルておリ，吃の勢動麺遜さカ・ら朔愈℃も後入し確白した毛の拷乏ら磯

脳茅和訪・・てもr・劃虜苗の㌃冒加淋，・㍗〉好㌧であろが．訓暖フ

ずぐも⑦乙してアカマツが’更・・蹟¢乱　し托がフて．ヌ痢ゼは才ズ，ぐヤ〉ヤザシ

の罎琶し蔦いの弓産〕ゆアカマ・ソび燈占し乙い～ヒ考之ら乳，アカマツ群落八の腔

行が進赫つフあ註・・乏り．

　痴。るの種鄭舞彦仲順して．糎．の多様性にフいて検詩鍋。種の多葺佳

㌫砂・っの鰺・・磁罐一麹1壷蝦があ・2）。図レ7醜勧繭

働度乞穫軸（纏調馳セヒ・罐、屯砂である。二畑衡・伽て．類

位ヒ最下イ旋勧適綿の勾碗ヵ・’夫き、・翫㌧葬晦のし嘱確占・伽’っ5い・と

、誘乱撮，砺筋乙力畷・叱．吃の植生福鋤謁犠ぞある二とにf3乱ぢ雰．

一角凱（．この匁弓のδうに生話型の望f5各楢威糎彦ま乳めて楢い1ヒガ髭．／全修の曲

線の砺磯6鯉ぶ旋観舳・傷費η瞬。帥一つ餅｝乙，六甲由条

3微集の切素象勾面Zガ髭・で、纏崔i禍威1さイ也σ12髪窪糧にくリバ1て導奪屯ねぎうでかろ。

諺ラ野少で’、函脅遍L位の都・分が勾顔二が麸・でノ優呂㌘1位のススキの確位控ダ高、、二

厩柔し℃・弓。しザし，修お千伽塗の福痴箕フ舳多探で，傷長牲のテきい権

が雛類擁・て・、・二柴斥・て・・う調上神さ諏ら碑回t・あ・て・痴ヨ

多ネ条r瀬厳で～あるが，申淳リヌ．スキのプ覆位！陛匿高い。

　いききでい垂べ馬てきた．ヒ乙3》亀まどのる、　六甲で蔚Lか7さた億津ゑ乃のり面が燭多

ぐ・やぐ不妄足の倒にあるが1麺生報覆は墜んでし、を。喧占種陪湾ズバヤラマブシ

で・植脇弗雌灸的鞭で拓。離袖’ヒ困踏ののリ面練髄で競・で

G5）



いう〆㌧植座被覆，感％フ乙いう。疲毎纏1さスズキで、茸奉型ヒい乏．るが．こ6の編

撫桝細動・肺一吐符ゼ伽似ス纏勘噛・刎繍で最多であ軌と

くに硬だ釧面で1謳篇躰イ舞筋酬面が自噺あ》。・の纏向1塙野ル、で’

赫忍めら嶋葦本段砥をか謁層』f・、直癒木本手鍍がら雄移稲二ひミ誰測芝1唖。
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図1－7　購別・優占穫一糎握慶位曲線

2－5　后髭蘇のリ融桓生の量的表示一植生景観指標

　　老瀦線のリ勧植生にフし・て，訓～窪で匪バ、鷲慨て3庇いむげ、椹生の症

ノ性的ね∫則面ずあクでヒ。これらの植～主にノ劇一ち5毒老馨函セひヒっにま℃めあ・デ、吃誌し

し誇・て翻脅いの楠植生粛慢量蜘謙牙・軸ざ㌧絹豆の癖魏し蛎

・・．徹影駐羨福論銘殖物蟻．珍郵い、樋物柔珍砺舵予で数釈考
　へ
壕猟てい乱レカ＼し，権劉彦兄芝昊観的、視彫雛肋之るβめの指裸わぐ勤

嶋・川齢植蝉漸筋5湯壱に払勧短生暫簸飾C、カ＼つ、手短副
　定．て＼きさこヒが1ちをき．しし、。

　　仁で，0順植生セ視勧9・疑旦69研k湯貧磐螺・掴しう植佐薯周を

塗被度，催罐薇劇鮎種擁商欝ぴ優毒纏⑦庄3鰍の4薯励・Uぎ扉ど

Gの



　　と畜う。4薯因の前3層ゆ植生蜜か》、・、さ植庄ひ視1重的疹ボレ。一ひ芝あらり

　　し、放のひとつ悟植生の働鰯面セ示可聾因滋鴛．これらの4雲因2鱗

　　覆白凄の蕩乏方でか｝すあの¢ヒキのと植崔駕楢種一と錫◎。熔わ．隆ち縫の膨室

　　拗。関．砿藍綴り謡．り、し蕩板禰燵擁卿辱生勧．

　　鱗生尊：既魑わ垢レ牲本本ご5。，甲商木類：脚）［喬・て量化可乱、した

、・ちも植蟻勧誘…（）鍔ε繍翻・L卿破岬2，工帰切敵碍うに震

　　“／しる。

　　　　　　　》L工　＝Cズ（貞（こメ（貞h×（ヌ乏

　　ここで，ぐ（○≦C書1）｝劇全被葱．0｛乙（o≦dc≦r）　痔修占鐘敲塵．6し久（朝）博

　　催占纏崖肴、島、o紀はと読の生有彗限ガあち。袴お．二の槌生景壱身播篠について

　　臨多4章でもう一厘脚許しく速バしる。
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この楢螺観擁芒鍛衡の弓面ごと・C乾しZ物纏の今雇凋乙図

1－8の5うに樗う。指操値ガ10以下の夢雛1さ葦奉（ギ（と如ず，ススキ）の修彦誘

つのり面、もしくほ，但木の莫狂3るの・1陶に初当那，指篠働○○以此は中，

高木の優白のり面と毎り，ゆ一i∫Dゼ、言値木（ハ優占ち｝σ）り面に玉丘似一ごさる。

　二のあ縫聾力・ら、后謄％植噸プ況劒る吃表六甲鎖さ躰型，値家型

挑び高禮踊頭」く飾邸が畢ノ加う痛杷拶・・譲六甲御葦裡

幽ネ型，芦胤臆逐ネ型ヒ高木型師る。ノ壮肩と高野幽て博躰哩俵しく

【言勉緒羅塑）が乃・、二費斥してし・乱これ励霧％さ前毬ひ植勢f5児葱舳

に不しているも（ハヒい乏ぎう。
表　六　甲　　　　　　裏　六　　甲　　　　　　　労　　　茄　　　　　　　円　　　上　　　　　　嵩　望手　訟、

　　　　　　％　・　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　　　％
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昂獅　のリ面勾配撚の珍噸庄景観掃鯉

　　　（ηけ面条件のうち．のリ画勾配｝ま、＜，落的i（制御ぞきる望尋す∂穿因ずある。一オ．

　　切飯けのり眞｝の勾配1言地ムの岩後’工塵赫孝…キに邊昆さ鞠づ面ヵミ’羅し、。っ啓、），主

　　壕塀紳・よ・てき部を定勾飢ぜ腹’獺ヌ引し》北が猛例であ各．通よ粍

　　観皇から・のり面条件のうち，とくに勾配と土復を豊び．吃れと種生との痴係に

　　ついて綬舞誓力〔｝え蚤。

3－｝・のll面勾動顔ざびむ塑と権生畢羅一植窪φ量的倒繭一

　　図レ伽瓢リ面餅離見観指霧・卿面幻動・の郷範木した右ので～嬉。

　い）あげ磯難嬉癖瞳類磁め5島勧ゑ前耳1・予暢離。飼，豆鍍蓬羨萱階

　勧舷てし・鉱砺理由ゆZさるゼげ工後の脇の賑勧の≠㌧9覚多瓦5廊

　めで’あつ．園lq謡右緯別の金の、｝幽の罐佐多老裂旨穫値ヒ老酬h動σ）勾蘭ことで羨3

　位護がプづ・・レレて齢．図物㌫集，垢勾乱におσ～后路縁の鮪嘆慮の動種

　均廠縮んゼ輝で嘱．二の図がら廟ひ噸。植¢の剛純痴す邸。

（査）　段化花齢岩地夢ののl！面

　　ごれ．に薇当す3のσき甲ム象李・エびノ｝・豆島の一喜Pぞあ》。小産島z・σ50°前獲

　挿蜘角のの・雁きがこ・γU・あ丘㍉チ翫∫プ何並に植生量ひピー0が1あり二の

　付丘力嵯定勾翫で挑つと考乏らギ・う。㎡前獲・釧面舷勢伽1面と嫡・氏

　啓が・比藪的植蝿1脅・・．諏・緬・℃、岬由勧噴ら絹5死．ワ施毯

　乞説嶺生量・象敷磁　7初。

（2〕壱庄屠・泥岩蜘獅の釧面

　　高野ム〆該当レー石彊岩修ズ劣看溜〃ワ面が多い．態生量はノ70㍗（rユ丘にピノブが

　あリ、⊃の灯近ゴを是LZいら．クげより肇髪くて寿多で・も、麸ラ厳1こ植生量が藏ヴち

　》纏伺じあみ，線い湯萄含老屑堆穿診のら面で’表層疹不害皇憾牝卯，態’王量ザ1刀ア循

　・馬の嵯iら瓜髪描船・境全・謁壁で糎生が蜂い・くい砂ぞ象郵う。

（3）　身山岩後硬毒妃循のり面

　　・暖勧忽桝囲郵ヒ帆1・あた》詮納・罐瞳砂軌、．6・・纏殉

　配で凋ヌらんていろが，艮1ζし乙・・うし嫡定性砺つ、70。屯越三批植生量

c曾）



　毛象勃⊂萩・ケ筋。

ぐ4）も蠣・粘縦，＋哲ト．窃岩地吟鯛面

　　川斑が’・靴該窮～．耀屠齢もつ・砧多・・の薦・°一ム・・…宛（齢2≧

　げ・・植蜂の拐℃磁・瞭・φ㌃げひ疑齪齢。二議働譜竃レ

た助釧面ご＼植生も蛉レ萄・・ものと考乏ら・踊。髪勾幽確君復の癩

で宅植蝿の油短象薇でギ∋、・，二粒備雀の劇れ師凶・桓勤・1縮して樋

　二庭調重蒔・塵際・ており霞のた抑であろう嶢乏触硫．
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凶4一沿 のり面勾蕨三K苅’り∫⇒植注景観権麟別獲凄命命（六甲ヲ鶴媒〉

　な勘醤に植生量の多。略甲ぬ糸3露皇1ニフいZ，桓生量観毯裸纏創0以千．

10－100、あ・ふびioO以．上の3段稻にり「ア，：躍生芝のり面勾耽別1（乏（ハ頻度／分布セ

冴耽，図1判oのδうにf誘．全停の碩向・訂8鼠とビ極蜘（穐史量ヤぐ藏’いし．

46ん碧ρ瓜疑翻で植生量ぜ多く．ψずが姦がら．50ル」門9ぞ芽猷象麿100以上のピー

ク・儲肋賜，ラ主町べ題言．2。－3rウ護1囲z脂標働鰍千の植蜂の’り恥

捌面爾1鐸数痴鋭い》二とゼあ各．oのことは．　z匹弁虜裏擁餉櫓

（備嶺しヒ罵ヒ主砂で’，吃の上都が弗に纏ね號・・飢・吃揚壱が多ぐ，吃・ヒ

勘て姻面薦ザ移勤して膚足瑚f簿・ぐ溺二と乏鯉1さ憐・酵．二の勾

麗ドあいて離イ画。○以との，の・順艀勺ヲ0％劾の臨耳顯｛（久湾バヤ碧ブシ

制’が侵》c遅惹して、守畑ヒしたの・面ぜあ3う。

　以と①孝き果．土優にぶつて芳干差異停あ翫が’，鋤隻的にみ5巳、45°一ケ5°あの

リ詠植生量ザ多く．70°以との急緬c剣面で・諌本もしく・諺ネ類硬杜3

繭勤乞い彊観であるヒ・・乏δう。旅．六甲1窃詰う1く20°一拝の巌勾配

の羨！脅不薯症の9面確生量・がケ†5い二と力湿つ｛デっ起。

凶
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∋－2　　の1｝面勾薗こと桓生σ）♪主責勧一植生の壇的働1】貢アー

　　前適㌃い俗のll面（ハ立蛇辱西ヒしての1）面勾齪乞工纒望乞・｝あげ，宕・し乙植生量

　と司野耗痴凱鳥この重ゼ’σ．ピのようδ勾配や刀勧岩優にビ⑦δ5t鞭

　生が寡立てるガ，いりば，麺生α蔓的≠」倒蘭IOクいて渡訂琴Σ。二こでiよ牙置生

め優的舶噛鯨蒋欧｛て．ノ縮形もび却穐．植庄の福譲セ肩厩魁

　して肺て一主塘彩があうが亀，剃面の場倉爾うね微ハ・詑歩頓麺壱長峡鍋の

頃診しう一捻勘であ3う℃考乏宵わで面る。頻勘溜蘇，牽本類に麟
　　　ヰ）
　る分麺ゼ主ゼ功髄界わ耗勃ぐ，ここご醤伽分類を壕絹して木耀璽にっ・、て硬

　壱穿誘工。．ここで、出雛のうち7ド本桓生絶ヒ日あげ》の、さ．ρり面0、糎崔区獲ヒ

いう知・ら富敷則勘違展氏又トジで齢二跳，，誌L⑦魯薫勇殖生景観

　に持じ》ナヤ葛い一ごあろうじいう蓉£莫が珍一ビ多・各。

　　まず，本調重ヒ予備謡重（ニニゼ＼百・ト豆島芝馴脚デる，乃’ら得楓本本広甥

絶。生言卿勧畑ぎうi・今類しt。

（α）ヰr一畠ネオ生直立拝〃（τe），

　　　　石仰繍：嘱パヤシ々ゲシ．ヒメヤシマゲア，地ア汐シア．ヤマハン廠74硬

　　　　・多す・藁才羨「：アガマツ、 クロ：7・ソ，ヌ≡ギ，ヒ』ノキー千裡

　　　　・雛鹸宿・・励プ〕・竹ヌ，・デ・．納蜴クリ．㍗イ。ラ、化、，モヴ考齪整計嘘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳
　　　　幣線罐栩；ソ。ゴノアラカシ，〉。ダ毛．耐ブギ汽一4纏

　　　　　ぬ（し）　1啄木牛生叢1圭研ラ　（S．t），

　　　　碁葉あ動動㍗・毘ウ・・ギ汐・ウツギノリウツ毛すイコ鷲ソネヤ圧コアゴ冠御纏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一言83種
　　　　1司上．ツツジ類：モ今ツツづ．コバラミツバツツジ．ママツフゴ．イ也ヱ雰望ア言ヤ与纏，

　　　　鼠と，梼ゴ類二が紐ゴ，すカ・バモど『替ゴし㍗竹ゴ．ナワシ・拶ゴr4糎

（C）　r色ネ4生直立干耗ン（S．e）お・よびノ分ジ液干F多（5．　b）．

　　　　落葉広藁霧婆：イヌザンシヨノホソベ了オブ宅、クOモブ，　ナツハゼ〕スノキ．他5種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一計lo穂
　　　　常録広葉樹：切帆アセビ汐ブ・・バ・キ，ネズミ砧伊・ブウバし・がシー罐

（d）ネ本！性ツ’レ彫（C・）

　　　　莞葉性ニツタ．ノイバラ．ア恥・ヅ“ラ7或アケζバツノぐ乃ビ〕伽榔バ㌃ス伽“7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ也7孝隻＿壱†i午纏
　　　　惇霧4全：ムバ㌧ティカカズラー2牙隻．
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六　甲

川上村

・i・豆畠

高野出

　　　　ネ
生前［〒互：コ［：＝［玉：弧［三＝］
　　頻副ρ一遡・一三・釦ρ・2・ρ一鯉多遡墾　囲
　傾斜魚
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洛　生箭ク莚モ： 丁・e鴨末性直画，s沈イ鯨柱叢齢多

5・％観椌証形漉びン厳勘，⊂木本性・力励

　　　　　　　　　　　　　　　　へ図丁一11　のリ面勾配ヒ植生の住倉勘
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　六甲ろぎ欝．崩ヒ掃．高野山お3び小豆島の倉言‡6望考線め未手峯憂払理纏セ，二

の4ワの生肴影に磯桑）．さらにそ賎をのり面彪鋸角20一ラプ．40－4ヂぎ0－5ず．

6δ一岬お3ガ7・°以上．・のち残落1可・リわσk一二の．のノ画纏斜卸凱：5ジけ

る4・到主鳶形・勾毘』無磨婁洩分布を斥寄ヒ，図トいのざら1・†5乱Bお．

二の図悶ざ一司じ傾斜角幅にお1暢釧面の辱建柱鮒寅し紀．

　乏の篇勲ニクいて、）ズのめ七；ニヒがし・蒼であ3ラ。・

D　纏衆響角40ζ以下の殺勾動己のll面

　乎足ねのり面乙マゼ不蓬是fJ釧面がネ酵ばしてい》。擁昆那虚玄勘乙して

・曹・高木柱直立勧ビソ1晒纏、・。服に，叔甲鱒びか豆勧花鞠老賜列

1・編吻い．。の二乙店裏φざうに謎略・う認3つ。老畿慮蛇嚇ゼ・揃壇で

ふ・民枇ざうに．羅以下の轡輪の）面｛さ夙化羅繭主の七易倉ウご多〈．〉乞の，と部にδ

り急勾翫ψ軟岩もしく9硬岩のり面があ。て、逡こがら常に期r生潅が「あ・1表ノ毫

1さやぜ不守良であ5，こ．の‘うち表層不寄建の｝）面ド生鳶ず5糎物ししてノツ1レ

勅樋物成戯的藻耀牲ずあ1，，ザ。．地上部，像軟で崩籍土珈こ酋・て趨液性

ボ高、・と拳扉嬉。一勾高ヰ信直立紡パ蟻邪のリ面・証軸露淀化ほ

のリ潅ヲヒ♪ナてざいて“あ3ラ。

2）．40～4『oののll面

　諭多く・仕町のり面窃ら几5が，前項の釧面にくリパ富定しセ州酬聖

多、、、＝幻話跨穫，程L窺を遠Lて・・乏そうゼあ乱工砂の砦定獅a域にあ毛

のり働とお信され5。庄肴彩をけ舜uゴし中’島不直立約ヵ鵬現巧る劇令ガ函い．

ヒq二、托勲老蛇嚇で熔中・高才吾ラの弘硯劇慮ぜ毛ワ℃も為い。ち穆みに、六甲

ガの盾優斜卸箇ド勘幅アカマツの斑磐鍍〃怖芝a穏と，凶一12碗う｝・す5

り、40－4ずのめり面どめアカマツ仇鉱邊摩が高

、・傾向がうがが乏｝。六甲で1詔ゲ肪樹の鰹占牲が

高・にとσずで1こ速バたがし40－4曾ρのリ面で’．

アカマツの倭λ捌短卸t吼7カマツ群幕・棚

慰多の可能性バ高い州齪易ると・・姑う。ね

わ、由庄脅の絹と蒋で百佑木叢生勘力ぐもっ℃も多

いσ

硬斜角

20＿39

40－4曾

∫D－∫弓

60一ム『

0　　り　　20　5σ

考『

4σ

図1－IZ，　4っr）面勾酉Zニヒニーアカマ・ソの

　　　　訟理率（六甲）
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、 3）量）～∫脅゜“、の・｝面

押で，、貿薔麹斜酬多．ゆぐ一恥托鶴囲・鵡で・塘勧幟が’

象、・．。担・廊い糠にわ乙異扁毛ぱ観弘．牌瀞・二・藁囲・

劒面，・紹こ・為教銑・くσ妬后パ陶であリ，・｝・娼蒲麟副翫溺

う。前齢δうら六甲ゼ㍉麺蝿の多・・釧醸あり一矯縦粥抑’蔚

柱紘蜆痒。枇轍塙山ソ、、δ、虚島にっ・・てモ・・餌議・蠣地観諾扇

まびりの鋪酬勧歩麓脅。毘考物編調覇ゼ’・ざ，・の纏斜ゼ1’駕較

的肇魚た芭蝿埼の櫓であつ．輪形・・て・・瞬叢鰍・吻…川痢

で，詮般的に、稿ネ・注吾銃’％く，低木舞筋惚・・い力塘色・い凝・琵’夙

、・ 鞄ｵの樋筏謡玩・，・不縦の櫓で劾，老・残・多・・鹸性の⑦リ

面鱗。鐙れL麟勘・、・σ1禍木鋤磁麟び毛・己商・・島蜘で
　　　　　　　　　　　　　　　ゆ全綴師鰭寿勾齪朔強がし歓．マ潮刺蜘・峰中飾・勢一ぢ筋の櫓に甥

おもの研ら助．釦受ど壷して嫡・、貿縮脇酬献態で庫高孝

粧聯出現砒藪白拶助・．侮木牲叢庄晦鉱現が蜘恥傾簿隔・鋲牲

鞄伽短物。。に繕ゴ麹，ハギ細・誇切キ梅謁説と飾が柔軟瑞

屑紅砂の鯖箸踊鐘に壷沁し稿・・勘麓、峠ぬ鉱蜆・　魏し蜴いものヒ恐

レ｝♪れつ。

4）．60＿6ヂの⑦り面

　畜路縷肇工馳通・て梅疑め噛が多・、．こ・賦／鰍的・漱おの1畑・

湯倉、・多・．…都ヤ魏義がく’腫邸ひ託の・駐ら・しる・1主葡・し

Z，、一ソ吻㍑物移砺るのσ，㎡粁議禰倒飢麺似氏略舜
元ら掃。ノ，1踊で・雫．高ネ樋が多いの、言，岩・わ・M禰脚・めず貯力備

4麺・鮪・て、、説のであ3ラ．全駄禍朴勤描碗弟協’胴～・

のワo°以上角のり面

　虚鋤、硬君臓向飾・繍で‘あ3。庄翻で冨甲・高木が晒幡躍がも・蟻ヴ

・3く，嚇叢・鋤緯び・ソ瞬多贈鵬呑。麟豹配副面諺く・晦魚て

樋が．躯のδうに継量托・・捗・5・．勧の蝿齪U㍗・厳・・、

耕・あウ諾棚帥醐輔矛藁派工魏紛［・碑が・て曉巧る鯉緬レ

伯本叢住約おδび萌レ彩殖物ポこの譲境Kふうヤく適沁、ひ、ると尋われる・

ごユ4）



弊4錦　箱鑑
　　　　　　　　わ　　　き豪’二の耳ビ漉丘議蛇力のできるお請多くの，しがも岩働工種謬ず55

　　のり面にフいて．’豊減鐘どの殺穫，植庄回復しているが著知る払励に．植生髪薩、

　　を調査し，立坤薯因，とく、こ副面勾踊ぴ》び主痩ヒ植生畏淘との痴∫朱1二っ・・て

　　護訴し焦。†3お、生奄調査苅象扉嫁勃さぢフの山磁捗線効書夙重のq面ぱ参計雰o

　　個所蒙りz“あリノ豊或移の樋辱教劇o～ユ5辱ぞある．吃の葦果をヒリ哲覧める

　　ヒ工叉下（（δうである。

（4）　出理纏象更ぼ把菌落修のQ面（春甲）ず5～lo縫．琶生ノ脅の1）面（高野出・川L

　　瑚酒。－s穆にビーワカ渉・，煮生屠の晦訪・吻・㌔優も度丁趣離嚇菜

　　1・謁多犠性詩・淀ネ課に㌍、、ても畜庄屠の殖生め方が多犠で’扇二Zが判・た。

（ユ）のり自誌懸勉踵と勾郡・・閃後し，韻齢ゼ冨④一4r℃動に分～豹扮

　　φ工窃の櫓と7ぬ澄的珍以の。麟州面ゼ庵定・、醜層玲ゼ冨．

　　ケo一㌶゜酌紛～6分）の粘牲土窃のリ面（ノ壮符）とσo°以との康岩のリ面で

　　毎魅9zdある。

（・）植弘被劇さ～巌購鶴力が誌層｝・くらズ！太ガあ．勧ぐ．二粗丁，右庄層離

　　の奪タ醗が硬岩寒・勾励乙（ハリ面で1あフた㊧めじ書乏わみう．

（4）め｝〕表屠工のを昆牛生と植生被1夏を・まびL髪疹璽姓1二σ絹圏ヵぐ認・ゾ）あ」ぺた二。

　（亨）繍彩露ぐ六印ラア参簿・）の修セ…纏沌砂協秀ξ罐が診の，⊃れ1。薪乙二ものでして、

　　ス鷲，ア鯉・ソ．蜘一げ・膨ブrゲラスが語勘鼠二頭栃椥纏．の植脇戒・

　　享一研表罷のκ妻・・二丈が‘礒急さ垂・で二。鞍庄層嘗で1言又スへが優静であ｝が．とく

　　ド石邑浩落勾湧この1〕面ゴ「満葦年鐙階を縫牙・に、直㌻喜、禾季旭祥亀の殺噸に推移巧》

　　さ，ラて」あるワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し（6）主慶と嫡ぴ勤植生の量ヒ種ド左異の魏。とが雁罷された。†諭植生量

　　貯補覆・生責高・催占二痩庄三毛彫ピ組計倉せで（植生墨餌旨潔で．寺たジ順生の優｝31主

　　査称諮・て雇言乳偏・蝿散めΣU焔5うド亡島。

　　漉老尋勾配のり面ω・・以と）一植瞳少，脚f勤↑魂鯨叢蜥・植生流，

　　・軟宕の順（ぴo㌦ワo・）一不宙是の、胸が多・・。植瞳多．プ琳芸！珊・緬主

　　　　　　　　　　　　　　　睾観く厚開．

（⊃タ）



・甥蝿蓬州面（索）～∫τ）o）一種瞳最る．豊移の進行・た飼面へ履絹苓Σ

　　　　　　　　　　　　　　　司哨と牲夫．高木吾ラ植住豪観．

・畠積性二窃のり面（却～・ゆσ）一不毎足あり面・が比較的多し・。守蓬の、1面ビ’峰高

　　　　　　　　　　　　　　　冬勘植生へ展購不守定卯1敵諮草生含加さ

　　　　　　　　　　　　　　　ツ、レ性掃御嚇叢齢舜植生量・1ア，卦藤鰹

　　　　　　　　　　　　　　　テ馨．

以Lの髄災植勤発皇μつ℃萎臓面㊧勧堂聖勤ぐ』確認さ壱・叱，

多｛用・参考支献

D．小橋うi診毬．遂田博宣1重路劫取のり面め婁建牲と魯烈麺生の回獲1こついて．

　解7臼．嬉向箒‘ζ、研曉，葬｝莫．麟面蒜化研監含．FFワ3＿曾9

2）げ農秀三編1群塁訴餓薦董一弓77．植物・圭癒横縫ユ，朝鍵旭ア曾咋囎

3）箔田　真編：群峯の蓬移L、転嶺栖、｝9勿，植物生稼逸諾雇千，蜘完毛鳶照4づ

4），周上，　P死2ケ2－z夕3

cフ6）



多癖　 劃醜脇アカ劃魏へ礎轡墨程
　　　序乙

　　　　前童で1憲童威復約ゆ・）20昇、糧して（山癒豊諾多薇1｝の1｝面の稲生実態くクい

　　　て簾し鳥そ扁、い編、樋嬢・ヒ。痴司軸・励硯⇔がの謹数磁不

　　　し℃ニニもσ＼ヒし、i之さ♪フ。

　　　　本章で＼窓，⊃｛tに釘して、種を勢ヒの画司軸｝（偏う～（♪とクの縦翫面セあミら

　　　。・に萄。疑目的しして、、乞1恩ぜ働，のり鹸槻診噛諺錫・Fいて甑

　　　植聖妾観の晴瘡1蔚婚襲化適轟をそ測的にヒら瓦5ニヒ語董薯イ諺震皇ゼわり・吃の

　　　托のの墓彪的畷料の侃つ・（◎）う辞考えるカ’らゼあう・

　　　　二ニゼσ．董或猿，木率麺生，〈の菊竹が霧麺であワ化東看◎卑山遣瀦切窮・｝の1｝

　　　面乞郵列乞こて呂qあつ、豊威瞬のの弓面き象化涯うzがリノヲ茸戯にっいて，計4闘

　　　め調重セ批にして、妨．翻⊃臨隻過耗奄蔦。

　豹，緬　調重灯寡の、胸・吃ひ縁働鰐縛

　　1「1　鱒豪出豊影右の綴嘗

　　　　二の董路謂鱒鍛姻が・鰐昇用着工し．円5噂朝1髄・触麺監豊

　　　髭ゼあう。豊路区屈1ぴ豪都豪山底三象豊璽ヒ絶象ムから特軍蘇セ経て同琶五条一壷」

　　　ラ者緬、（いで・リ，勃建勧1妹机で薦。齢飼の灘幅1・加22伽議

　　　詠あ，，嗣直勤主。してア㌍・瀬硬榔隠・・。噸1詔纏群嘱

　　　し説諸切豹釧面で、徽知戻化麟・誌岩轍麹謁・・耀の露瀕しヒ

　　　ヒ3七吻く．錦纏鞍視て・・る・綱面勾動仰酬面ゼ飯齢・盛工

　　　面ビ1劇∫分謡㌻副面泊き、諭編・わ倒東一比鶴渦搏る・’・

1－2調・欝橡朔面蝿の縁化の糠薯

　麺蹟，・伽・詠刎解雌・して誕鞭泌舗鉱縁勲隷最初
　の豊銘ぜある。，命綾ののり面に二の工法寮施工さ八るく究互ち’グ誌簗のら面のう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りち4ヵ祐を璽んで望葺纏｝欧燐淳工ラゑの試竣疑実矩さ・扶f（　・灘1言／ヲ∫8身／o月

　おδびノア5ヲ昇3自の2躍ド冷1すて行ねの・氏，勿癩・｝面ヒ盛土面℃ひ比鞍．層めび

に，芝茸纏の瞳お5び・ラ昆雛課麹・してねさ・焔。・該霰地勧びに訟藁瞬薯

（2の



セ慾と図2一撹び表2一ρヒFりでπある。

緬で垂乙蛎げ翻蜘寡

　圃麹鳳二肋の諺飽の

　　ううの1う一2ノ　ら一3．　∈う一

　4．5－5．おさび5一ムで’

　ある。嵐橡のり面乙して，特

　に二底わのの1／面で童んゼ理

鶴、芝隼糎5鶴融，一

度毛穿直し力謎れ記劇知

緑伽易砺勧捗日舶であ
　　　　　　　　　　　　　　　　＼s

－」　　　　　、　　　　D
　　　　　　試残凝薯表2－1

　　　　　　　　第重回実旛の分

至京阪三条

　　C試験区

　くじようやま　　　　　　　．．至大津

／髄議・㌧
ず一一1r　　　　　　　　　 ’

喩嚇灘繍
　　　　脚

牙：：…　　　　　　　’
　　　　ド将箪塚　　　　　　E試験区

　　駐車場　 B試験区
　　　　　　　　　　ξ
　　　　　　　　榮

　　　　　　　　　由層

　　　　　　　　　卍
　　　　　　　　溝水寺

⑤

1＿
　凶2－1

試験区の位置図

　トールゲート

勉管理事務所
　　　　囮　　　　花山天文台

訟混。。。。
不　　　　，

　山道
　　　　路

　　　　＿　、、
　　　　製

　　　　　　）フソ
　　　　　　　7国逼丁考壕

・嫁ｦ／…

試験区番号 種

1

A－1

A－2

A－3

B－1

B－2

B－3

B－4

B－5

B－6．

B－7

C－1

C－2

類

1

∫ オーチャード。グラス

レッドブエスク

Lサブタレニアン・クローバー

オーチャード・グラス

ペレニァル・ライグラス

レッドブエスク

サブタレニァン・クローバー

タネ量（9／zガ）

バーミューダ・グラス

イタリアン，ライグラス

オーチャード・グラス

ペレニァル・ライグラス

レッド・フエスク

サブタレニァン・クローバー

ウイーピング・ラブグラス

バーミューダ・グラス

ウイーピング・ラブグラス

レッド・フエスク

オーチャード．グラス

イタ【」アン・ライグラス

ペレニァル・ライグラス

サブタレニアン・クローバー

A－1に同じ

A－2に同じ

1．3

iliiトB

α57

0．71

G．71

0，43　　言手4．17

1．30

0．215

0．235

4．o

2』

　9．o

5．0

幽5、0

3．o

L5

1．8

L8

施工面蟄

（〃～）

35⑪

360

180

180

18q

180

180

180

18G

i30

王80

！80

備 考

切取面
（6分勾配）

同　上

同　上

切取面
（8分勾配）

同　上

　　同　 上

同　上

同　上

同　上

両　上

　盛土面
（1割5分勾配）

同　上

第2回実旛の分
1試験鵬1塵 類

【　タネ量　〈　ダ／〃♂＞　　1　施工面積（〃～＞　　　　　　　1

備　　　考

D－1
レッド・フエスク　　　　　▼

iピート，・モス）

　9、0

T0．O
120 切取颪（王割）

@　’

D－2
イタリアン・ライグラス

iピート・モス）

　5．0

T0．0
120 同　　　上

D－3
オーチャード・グラス

q〆ヤシヤブシ

5．0

T．0
1．lo 同　　　上

E－1 B－2に岡じ 2．0 互00 切取面（8分）

E－2 B一重に同じ 4．0 100 同　　　上

フ農ヒいう二とである．しヒ

かぐつ　一乙ノ　調査玄：r壕　の　り面1著，

表z刊餌び図z－｝に不

翁ラに，連続しkδ分勾縦

切取りの・）面芝5｛Zに区・分し

勾t痢い区に奨・5．た望茸

纏をロだ灯1アヒ畝裟のり面ゼあ

　　　　　　　　　　　　りう。すずみわち．ウダじプ’

　　　コロラプクラス．レ’クド’フエ又

クノ　え一ノチャード・グラヌ，

イヌリァン・ラづ　グラスお’δ

　　
てノパ）レニア，レ・ライブラスが

単噺・し、冶・庄長彊蕨さ

れ払ねお，P一マ鵠びう一7

正暖算。庄右が・¢穂

での。f協ぬ衡蜀イ曜ン

ブ・フブゲラスガ成侮、すらオ・し

手直し罰矢てい》のぞ釘勧「．

り撫トしヒ。．．

4

ぐユ忠）



　　　詔重喉副伽縮喬観柵・編．畜㊧のリ勧爾割く，匪

　　D顧である・肺，の1履止翻ざ樹島伽・酬，繭誌促取燃解団ア加ツ麻

　　ぞある、

多2節　　の1｝面禄化復o稻生城況

　　　1窟恥駄。齢うにし綴葺葬郵蕨働ら紹（嫉の櫓｝（対レ％0

　　復麺獣泥が，醐与ク月．§7縛朗．’ヲ膚覇獄卵ク僻8肺計4

　　副綱重されκ。二の霧ぞ1さ老・毒韻重爵美ぜの鷲畢にクいて託す、

2一て　初翻覆循ゼの芝葺の壌肴⇒ズ三艶（ノアタヌ年ク肩調査）

　　纏勃超仲す忽約ヲ・月拐蝿しヒ／湧与7月K芝恥蜻祐ひ調重渕曜1

　表2－2は．老区伊峰良地セ9xの（嶺・ずフとり．毘七都の生翻で老を庄長蔦ヒ

鰹書瞳量蘇・鳥・で％蹟し函2－2・勘礎聯蜻祐寝斥・た
ものゴあう。ヤ訪，写享2＿4－6は種｝劇《、す欝与（メヲう月半復の斗痘疑え、考？

　　　　　勲戎　程按イ馳傷ア胡物芝筋銘彬ゼ）

　　　　　　　　　　　　　　　B区（切土颪）の生育状配

腫　　　　　　　　　別 塊上部高さ（α） 優良捲50×50㎡
ﾌ塊上部重量（9）素

ウィーピング・ラブグラス（春まき） 　　ゴ50（ぬ0）．11
i無追弓巴地は40（±エ0）

　一一幽

Q70
クリーピンク’・レッドフエスク 30（±10） 302
オーチャード・グラス 　30（±10）

i無逼肥地は10） 203
ペレニアル・ライグラス 20（士　5） 69
イタリアン・ライグラス 20（±　5） 桔損により欠測

に一

～

木箆L書P篁量侍生童

　地
烈）上

　高
　（

　）

　地
80上
　高
　　
　3

オーチヤードグラス

／／／

／、／・

12

勿欝

・諺

　　　　　l

重章！．ジ）

　⑳
／1

．松

重挙（ジ）

ユoo　　 go　　　80　　60　　40　　2Q　　O

　　　　重量1窪）

重量（窪）

愈一2騨ρ甦継右齪U（イダリアン・ライプラズ1ゴノ南才髪に芋り《5身弓）

　　　　　　　　　　　　（生重量）

（2r）



、覧

　・彊・・聾・’

．恥轡電卜L、べ：．玉・

’譲，．鷲・～・受一Ψ

写真レ1
　ノ瓠齢薩釧面1．診而勧ロ♪漁，
　（1詫ケ宕玄loFi　　　　　鵬）

昏嚢z－3
　　　　リロ　　　　　ぴ　　コ　？7イーじρンつ・ラフグラ・ス1区

　（lg．5r三！zβ）

轟黙、＼、、｝．N卜、疑㌧ ＼．顯『

写夏2－2

　範｝P契イ汀・ア多ちあ拓窪ヂ守1Tl二き｝養玄．

　　　　（1弓㌻3筆｛OFl）

．費琴窮i織隷．．

嘩2－4（上）．典2－5（下）
　ク，1一しPンク・しヴド・フニスク区

　　　（ノ4夕仔茸7月）

弓」互2＿6

　つ「’チマード・グ’ラズ区

　（1弓9弓年7β）
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2－2　線化復つ孝目の植生ゼ∫兄（〃65闇皐8目鯛二査）
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表2一う　東少遣琵書撮証のり面の権森種じ液穫（i嬢も5耳8角一、縁仁強・7等冒）
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（2）　些ヒ産灘1（つ㌧＼て

　函2－3－7に示荘潅描豊図がら．2匪07，トビンブ・レワド・フエス7

蜘枢・説ひ純群賠研締してあ’り．前盛の初卿婿囲ズ穂（図2－2）と瑠

ん綾菰が飢・こ℃が伽・㍉二罐tく頁し℃／区切一汐．ゲ，ラフ・1グ鴛吹

イて区で沿、℃くに章丈：に・おいてラブゲラスザィ也の綾セ糎：いてお、）、優占的で勿季
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屠部の眉化朱の量が虚撞的・ケ・5、毘・・う魏象抵ラフザラヌ、ヵ墜退の方向く価
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2－5鐸化趣7卑且の植帽で旋（1975辱朋調査）

　　前回ζ周じ藏駿区の植．生にフい鳶固重冒秘つヒ。巳だし、衡鋤，（桓生才£死
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表2－7　ア〃マツの権漸鰺分葡（ハ　　　　　ヒ　　 バ　
ハi『75キす目）

1　　撫高階　　　朋）調査区

一5 ．5－1 1－L5 L5－2 2－2．5 2．5－3 3－3．5 3．5－4 4－4．5 4．5－5一

1 11 5 2 1 1

2 7 2 1

3 6 1 1 1

4 6 3 5 6 3 2 1
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2一千　溝と化獲6享・昌σ～桓庄⇒ズヲz（6ク7与・3目彦凋査）

　　いまなで速べ’て毒た調査のリ勧な、、繰ろこ後ほぼ2。算芭綾蓮した。老こで’、二の

　疇要て“いききでσ・煮過芝まとめるた切に，詞詳細な調査を実施辞（。をσ誘ゑ

　　と縛星にク、・で毘バ1る。

（1）、調査オ残

　　調奄鱈薇毘ぱ前面ヒ固じで勿るガ、煎面の鋼重緒昊ざ1諺周重道張セ草本彪勢透

　ど不不優勢乞にタ（別し仁。前看崎ウィーげンブ・ラグブつ久改ね藍（疹舗宣で活

　N。」区しし化．）ヒフ・1一て゜ンブ・レ・坤’フェス7衡延（同じdo、2区）

　．復む筋一チヤード・ゲラス薦育区掬びイタ・けン吻イ・ブラ知又／枢繭

　西・きたが毛都分（同じく融3区）ゼあ傷博耽バレニア，レ・ライブラズ頭

　何齢事駿観的くズー手ヤ＿ドやイ9リアン・ラつのロ疋偏延ヒ蘇ヒ聲ぢ）、漆翻

　査の封象ガわ、さずレ之。

　　植生調重ρフ・（1ツト感．恭Oj正呂Nσ2区で｝守8うメ〆）1，甚eoん｛3）徹のべ1レい

　トラン宅クトノ　まFに，1寸α3丞で蔭沿xlO妙、のコドラートヒしてこ。

　　態生畜劇査ゼ’尽．さで．后プ・（3ツトK理喬す毛嶺添F5つ算本の高さ．直径．著

　飼罐。位｛翫診倒レ、棚按安影図碑威し縞ヒ乙広アカマツ1・フい胴、

’その硯有量堆髪のたの、髭P直径．妃七30。雌直牲伽び綱高諺魏繍望に洲窪

　した，フいで，着区じηたって王省巧るアガぐ・ソを直径循別1（12多璽定レ，漁

　託幕元ガ・耐物しr・．戊倒しk標本不乞杉掲の漁、・んの、胡顔ご’とに．，ト

　さ・見の蔚・・伽九に馴・延伽・乏綬凝乾救窟び多（痛乱て

　ノ圭皇量甥綻し化。重量剤詔隻、后卸鮒ン列ングレ鰯蓮に脅ちリ輌，紹甦

　望量セ算出㌧忙。落お、ン八ろのアガマ・ソ窟本爪再屠管1hこ分1アな幹わ＼り看ゑの島

　さゴヒに円盤芝採取し柚季鴇群舷4属・ず（。

　　葦本区に灯・て臣枢械・渤正中の念伽体塀既両イ購し，動1お

　舘部征琳逐躰ケして．周樺1運量乏測髭・た．

（2）．老区の植生鋼重詩果

　　　　　　　　　　　　　　表2一ヲ　　名匪の立ネ藍蔑℃基音P幽御ノ縫倉計

L Ploし1
Dl－、り　　　I　　　Pi＾，貧此　　」　v　　馬　　　　噌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲　　辱　v　　幽　　　　▼

ア　　カ　　マ　　ツ

A＊

a林

3500　　（23．1）

@17．0　　（87．2）

5800　　（25．4）

@5．6　（73．7）

6700　（32．4）

|　46．0　　（93．9）

その他の當種

A＊

a‡＊

12000　（76．9）

@　2．5　　（12．8）

17000　　（74．6）

@　2．0　（26・3），

14000　　（67．6）

@　3．O　（　8．1）

合　　　計

A＊

a＊＊

15600

@19．5

22800

@　7．6

207GO

@49．G

A串　：立木密度（本／ha）

ええ

B　：基部｛翫面横合計（〆／わa）

（　）：合計埴に対ずるそれぞれの割合（％）

　　　　　　　　　4
　　　　（ヲr）
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　　看諺種区の樹惹澱易図は図z－2に，立木奮覆監茎都擶面瞳な計1ま教2一タノ
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カず囚α枢副。2勘森壇第・大きcにヒ1（邸，つ劃、． ﾊ．枢。．Z箆で
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（3）　7カ4・ソイ旗｝イ到詔登系き果

　　二の調査底・・瀦での調懲老集郁・肱，燧入い。維の術優価フ㌍ヅ
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看地アカマツ林ζ調査区ドフいて，斡燃養ヒ胸鳥直径との劇像セ両苅老嫌封とに木

、已ので麟．図崎殊・朽・・，鵬餅航・カ・嚇・轍穆員鳩

直径離の位置補ぽ中価・捌、カ・・南ち幽岬鑓下艮融琶・て爵・

この二と既胸高直径0劇に斡藏績が大きいニヒを柔室が・老れ而幹0鶏⇒fが・

い僻演⊃卸傾御・励と・・う弐に腐う・一乞醐鰍嶺さ／緬鮮麻

度碑の叙詞逆噸瞬・て鴫詩た，艮・2区醐嶺・錦・・て枇較・

　　　　　しヒ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　ベ　　　コ　　　　　　　　　　し

うさものがない毒とノヘセし㌔

（4）長量にっいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　アカマツ備α葉島‡襯にヴが柳）・δ＜4～り七㎝隔副飾謡ら・＜も
　　　　　　　　　　　　　　　　　リフ　きた，嘘。。離幽幌ざ、・ず揺・で協爵卜・・3区で巌講牒匙

鮪嘱、．・溺。激、斑・，削色一・・琶・凝もに’ア加ッ排伽葉量

議詠豆．。。、ず、こ峡紬もア…淋飾躯漣穴い・；い植獣誕

ごあ、二乙が・勃・轟・一・．3疋・難が多・・の危登鋒筒秘・の1ハ醜注

自俸が講劾果芝毛っちのが．生薮下島が下瞬レτおワ．その花めに葉量が曙之

て．・》毛胱転Σられ5．

（5）単木幹祇種（V∫）・（目鴎直径）な窟為（ワ粛H）Lの関奪にフいて

　．姻伽、、補で速脈涯禰旙戒備欧輸・て・諦励識林・・つ

いて，餐地アカマ・ソ単木巳膨壷しrうと寄Σも櫛であも。上彦こか渕5条懸従采がら

撚試を得砕めに飯痂咲郭唱・・づさ・…吃図・－28・緩の・之’あ

δが、如砧ウ杜言この麟・・1・ヨ》・・σ918烈・曾（　zPBH日）・1瑚で

近似酬。い罫）．。。夘1翻査薦鋼ネ繭熊・れ図・5う1・裕り、・・

＜フゲグ劣勢未必豫汀ば、おおむおこの濁像瓦ド迩L、1郊恥てあらこヒガのか5・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ扉図におけ5肉像弍の勾配の値甫イゼひ）砺尻転もの麟繍試P近いL芝藷、診二℃カ、ら・

調萱区試料禾先的おむね瓢の菱囲1勾ドあもL∂†てさしっが之ねいであ3つ・

以Lア加・琳鉢つ、・てのい・・カ・の樹邸賜調鉢離力’ら’看

論⑳ア択1，群・馳アカマツ杯・ひ峨鰯謁つ貧た議嚇果困α

3区嚇鵠仁収、后地洞襯アカ・ツ栴中雌鰍翻．』騰・鵡雌

4
¢〔）



2恥・う零・瞬港年の赫劣1・相当晶鴛劇・難してい肱舖論り・すら尋し5・

Nθ、1区o、アカマツ群応企回平肉鈍位㌣裕ゆ辱糧濠1く近く．ア方マワ杯分威丘σ・

前期1て位置言苓《感乏ふう，　毒セ・パσ2区のアカマツ群1万アカマツの抹劣乞して

象域立（ハ手i乞戸蓄に易ちヒい之う9

3．3纏の・胸のアカマ吸伽の・面雛報もにめア最喰の比較

　　釧5）、擁神凍危軟笏島逸～重多勧噸・纏郵・・舛z翻重し，調

筋，四面樹勘勧群編齢・び裾繍・一＼備混・・…　ゆ輔

。移凍ぬ宣活咽敵比蜘撞工糠逆・・辮高塾豊詫パ絢ひyカマツ

眉籍爾獅犠葛順し擁議路・噛の場叡じ厳・・揚俵・一・7）・
　　　　　　　　　　　　　　をね蕊．羨率φ賊老り幹籍：覆春上説厨曼勲傷環羨の洋木平ヤ聯糠薦く個俸数唾鍍

幽の勧ナ罐隻詠澗平麟嚢量幅。当膳嘱・雛謡薦倫
　ゴ嘲っ托値芝、甑当り基部3繭絶倉計沌鼠じく扉表の治㎡調重z当・｝の疹師薪

講儲鮎諺り、罐靴漣乞紳蒐ぜ購謝構・楊二瞳坤剰

鶴の楠の孝瞳糠費影勅5・諮ズ妬赫鶴め・油・気叡・

辮継齢。潅鍍。鑓酷嬬！3梱ら略掘勧で諌埴沸びそ瞬

り勤・殖く．鵜酬て瞬調登区評萎鴇魁？汐与で脚獅凍ク瞳琵

　ρり面じフい乙感，6年1可の瞳爵か観疫ガ立箱・｝じE裂像が霧老1諺怨初られ『ヒニピ1δ

　†｝＜，⊃め数年鳳⑦餐題算教《ちがいの華．観で、自引訊引きによ吾立冬咳夜の」蕨

少挺。た締考渦踊・、．・Lぜ。も二のめ碗纏震の譲・諌捗遁

薩副面。’1識衝砺、レ助鯉承減鋳翫・購罫起勘て・・～輌岳乃

絹．揖・が！捌面周並①強存アカマツ母檎に昌下纏量妨が・・に」狂の

カ・諭衆傷優勢ひネ瞳儲多も・が，．拶山軌繭醇麟ダ牛耗認

い徽霧麟～キKδ託・カ・β貼ゲで覧、3・5い．／誘多・・＼＜クが蒔有患・もと啄”

　＜詳細妬膏・先琶喀毎叡つろである・頓ゼ㌧東出亀直髭べα弛ハ立木窟雇・5前垂の

δう融覆騰腸拙訴％蹴奮簾埋琶・U痴膳・・臥・研擁麹

薦ゆ瀦う，筋㌧上言茜神髄重蹟の翰講評萌阪・3汐欧．和

暦怜r5辱ビ薦。・し鞭ア侭・・彬搬b堀蝿髄ド励・

（㌻8）



3＿4　 アカマヅの生．長置羅

　訥翫、・越破勘マツ個卿広’囲・嘩長動呈罐て理在副鷲一雌・

蔦力・襲嚇に店前豊ハ麟鱈魅畜課を手糊郭こと1苗・て効引・乱図2

　＿・タ儲網木《櫓報緬孝課詞．覧の楓転生長量堺したものビ掘・

　　老該料朴庄長遍程し・、功・翻即’ずらフき幽鉱爪・加拙†光菊争纏穣

耕專が複鰍嘔誕と淋聾の嵯滋鵡試・’し綴括蜘・・凱醤』＼

釧齢靴後簿わ・らに昇の1・劇で樹岳生長磁暗しる、・噸伽ぐいくフが毘淋

　乱伽傾向、叡ぐに縷勢荊・ヲ曇、・。二の蔚鍋滋垂氏5うt凱の櫓枢蝋’

ヲ駈劇護葺麺豚ス縁肋中’猿麺諭飼履λア糎嚇・認ら引灘

纏。の鶏含力・旙鵬神翻と倉季騎も。ゆ姦朔面縁化伽6恥ら牌く

　ら。繍闘～生長が轡無輌る纏落擦計引し～・二れ嶽アカマツ絹五・誕薩

　互か他ひ撞廓纏や残有ススキビひ麹乏倉から沸iす幽て、ア方ぞヅσ、優勢が確定育乙鋳

期ヒ考乏られ多弓†さお’，の｝｝面

参菜化復沼耳《書周雪蒔莫づ寸1丘の袴す

為1主長疹・全嘉ま的1て辻車類§毫・で’、

　　　　　へ伸彦．セ蓼睦手死方唇δう｝てけラけら

れる。

次に．幹購・峠に伽て

痔図2一ノ4ド禾し驚ヒお場て

ある。／舗隻自ワに，定箔復2．鼻ウ＼

ら4年め）司軌縞積住長ガ｛き・激て”

あり、〉乏の猿の庄暴1言き多かヒず5

診、鴛果わミ揚ら戯た・一角基に崔畏

曲線湾∈5零曲、等を糊くヒざ訊一葛
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　の雁可鳥生夜

が、言周査縛果憾吃のδうに路略ってい弓い。　まf二．上霧乙櫓高庄長随凸）鶏偉セアカ

マツ定溜妬動きから齢覧蓬樹隻2年，・研卑蘇積生長が畑，物徐敬

靹司厨離長力味費・・筋じ・う汐駒・切わ踊・一蜘、づ軽生長→肥粧

長しいラ図弍と夏・隠ザ茄理由1薪朗云今4如調重薦乙罐でLあも・
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3－510り面植生の麟量公働壷程

　漆蜘麹項で・蚤晦漁じ復・趣木嗣護イ適復．、吟ず是性的に叡

め価’D諭通ゼ冨こ凝号自腕面腸とらおτ・ぬ若ひ理有量ひ堆緬。フ

いて穫護錫る．

　　表呈一18　侍．看書題賛葺次の主薯ノ宿薮鐘（確む纏）と吃が晴莫ゼの形し当リひ、看

区全植生の魂弩量（階葺ゆ3邑｝びカマヅ酬α躍唇量）セ木しなもめ之あ

る．筋…制算の芝草麺賄量・育多2粥表2－2の蛙鐘謹・腰算・セ。

乏虚輪＿熱簿勧些，、稚痢儲であ、。』㌦縮、た．蔀，

1り6霧・后乏理薩1霧2静2鎮。｝愁皇一3ぺ7の住趣髄図δ薄是しす。。さ

　ら1＝，門7フ与のNo、1匿むδび！舶．2正湾等2節．4頭の表2．－iヰ《そ説老・気れσ、認τF

表・一，5ρ窃噸（　　　　ヴ　サ肱当1）監二塀舞）励日派砥フ剥，アカ・・ソと葦麟飾現

擁を加烹た像あ・た。麟鵡．3区晦・－1ヰ翻。を屍た．齪一30・震、＊

÷・嘱　　　　　　　　　 表丑一13畜診離区の鏑宣敏房幌有量
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存
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図2一うo舞騒霞躯量擁移、

＊呑区の現秀量の椎移を永したもので1あ5。κの．

NO2凶震葦の察愚菖っz一痩理有量が滅ゲ

　し，丁憂入項亘生（ハ琴善盛一1ζ4つて再び士曽か〔｝している．

融3訪凶さし凱賄このデー9m寝恥裏
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　　短翻ω5獣再）匙派哉・ぐ翻む臨肪，輝ζ㌦詞、，覇嫌

　　地での各芝恥乾搬蝿・さ，ウィーむ・ンゲ・ラブゲラスゆ㎞／楓．ク・）－tρ・フ漉ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　フェ．又7∠飯5十ゆ／h久．　オー→一ヤーN㍉フラスヲ愉／卜《．　イヲリァンお5て∫〈Pレ・ニ

　　ァル・ラィ・ブラ又　7痂く久エ汎上ヒ匙夢し5。Noコ乏．2琶診ざび’ラ区σ、悉柔イ乙獲

　　膚昌の廻膏量臨噛れ歎牧葺塊の収量剖値い．ン編の・1面の場馬后畷鹿

　　象伴K善るものオ昇うγし》。ねお．日0、4，5巴のつづゲラス類！育褻垂ゼ乙い3（n

　　で峰安の藪乞囲外ぞあを，　このδうτ妥王量秀量ひ雅脅藏，初崩K芝孕がL罎勢ゼ重あク起

　　の1雌1の遷移進行が遅れもこと一を明白K祠モのとい鷲う。ヒくに，列一8ン

　　・ブ㌧レ・ド’フェスク酪舶アの・月観’広お凝20畢動てようやく殺葦遊の章苓規喬

　　蚤（福翁討竜｛叱ビき。て・・b．二湘諺恥てスス和謝多蚤、栃もの

　　ゼ刻，前遂しす・」うに齪引霊算本催鯉ひのり麹躍帆てさしフが之痘い

　　であ5う，

多4節　篇語，

　　　韓ぞ蔚0順くの望馨敦灯・す、扉催如植瞳紬・っ・・て．乏ρ愚雛慨亀

　　する彪め．京都動道錯刎薗ち勢・毘してひ励ゆめ、雁繭生のア汐ぐ・ソ群

　　老〈の殉観椀のべtた，得猟嫁葦馳回れめ秘以下囲うで掃。

（↑γ舞類の糎編冨。て確勢さ粛続椎線禍。ラづワ・ラ嫁慶蕨重が早

　　く、iヘノワ4以肉i（＞i肖痴（しヒ。占く一や。ンつ”・ラググ「ラヌ、お5び馬ク1レーじoンプ㌧レッ

　　ド㌧フ琢フ、賄綾的で．痛以上薩勢鞠聯轍で（諮一暫冷・グフスは・の中

　　威鯛‡訴立置にあフτ（：。

（2）　ネ刀翻投箔（7昇閣）での芝牽類の薩考詐さじ、・4の猪、続性1筋屡入穫あ発登毛

　　で3匂ず、約zδ年め凝囲肉ビ㍉容桓生慶4多に鶏曙老ぽぽ葛。

（・）全激的に．壕彦糎の嚇多・ざ漢算→蘇キ→ア叙ツレウ雇嗣沸肋ら

　　rしt。アカマ・ソの修λ・を毛薩の、）面彦載4多3〈ノ5耳のノ司く走ζりOしが参尼のられた．

（4）峰勢越嚇微て．ヒ鱒縞ご恕L†．。ち，一辛P．裸・吐・甥ら西懸多

　　の4多墨ヵ傷馳われ一亡と。

（の豹z。瑠鉢雁生紡編、初蜘貿牽躍勢ピ吻・勧・陶で’1歌スキ・アカ

ぐ6下）



　マツ治ネ・・ネゴキ弓ビヵ＼ちも5葦本優鯉ゼあフたが、早鞘く芝葦の棄遙した（分

　り向で臓難険釧う無卑膚禽葛千7砂瞭アカマツ林分の載立ヵぐ箭めら、呵ご。

（の豹2晦周にや民癒多の進～れた瑚飾肋マツ稗笏さ丘議蝿オ。髄

　中，赫Z猶ヲ辱の林参に相当する鰍羨と彪しt。

〔7）　この卑ム重路のり面の享側どほ，舵の享倒1こ冴られをアカ〈1ツo立木套塵キ

　使牲偉・．壷鵡奮慶ヒ考乏り㌻吹が．幽恥理齢っい為さ・物纏例

　参周重乞｛の・分才魚こまたρば蔦らちい．

（8♪　至暴旋葦ドδ～ネ刀期播踏で（ハσ鴻面隷化痔．便絹あΣ葦霧ヒ庄看富塵．薪蕨性

　の弦弱を考塵i、ビkう之で，がつ，将象の植生景翻蜘朗硫7にいこう灸で施エ之

　れ・3べ鳶であ》ゼ最童，舞化牽が凧亘（入自蒸的景観にねじ意裕い莫．生態尊朗に

　異癒である莫客！㍗ミぎつて才酵｝1さ県騎笈憂が噌切した。「妬・し．霧化葦1こδ参身、

　歯鳶UJ．裸蛇のり薗の早歯守定秦uて博、吃め塗薯弓拶箏1壱祐衰…可ち二ど彪

で茜い，し噌ゆさ卿土勧弩ρ疹かガ，これにかめ調劾鳶孝桝稽臥ナあ・

　累り、蓄柔化章ド頼らご｝老得δいて・1あ3り。毛ど毛巳，課た章に35碁蓮∂）り一勘

縮ヒの考筋鵡巌庇勅卵ギ賭醐り醸駐第叢・し．　勇掲働埴生

　へ斥多リグ’紛る＝ヒ老前提とさ鍛ていた。乏必ゼかちコそ、毛う一塵．葦種と生肴

過程規直しを露ヒ郭躍取あΣ駒哩、為．

（θz）



引閉・参考女献

ゆ

之）

3）

4）

5）

彙都π弓蕩・辱却董輿¢翻咳曳：道多右法面が惣櫨索i乏イζエ琢の研室．冴59，

　　　　　　　　キ三召宙　　呉輪；植物生讐、蓉　‘11．i9勇．も今毛院

顔爵宣ニヲ掬櫃’王の二♪罐鞍1，つ　一ご》グ㌧レ・睡ヌキ・一の柔拉働・瀞甚縫的醒づr6ら・
董囲寒住詰惹，30‘2）．FR　21一耳

浮蘇．秀乙桑薦1群塩の雑搬ヒ福這、1弓クク，植物生薩樗言函雇2・董聡竃治．田クフー20・

岡知夫；近譲壇オアカ・ツ林の戚長並1・杯宗福痴・痴すΣ凌料，1r質．
ア〃マツP渕ち5研室論支象．頁李罧輸宏颪衝麦都．極添罧蒙液鐸鰯含痴函ヨ都．

匁殴馨赫扇，　Fヒ25『－260．

の　喫堀政雄，匁劣ヒ葵訳柳ご卑取躍オ（丈典山麓艶頚動アガマヅ硬吏林貧牧窟羨鈴

　　多慮麗．凹ぢ4．アガマ・ゾ1二劇す5琢究露柔算．風L、F92弼一zr吼

7）袖諦守．柔拓巣煮郡，盛蟹毒男：煽鎧に関可～研髪（夕3鰯）一アガて・ソ赫の
　　　　　　　　　　　　　ノ回匂ち、9扉赫箏な関㊨ラ郷柔像謁橘集，アマ島レ＆つ，　　昇輻電の薯イご1ニクし、て

2）　山田栽天．縦云保男：例艀捌種勅喫務．t卿1．ち腺旗版．㌍24も一247に集
　　録の棘～分弓ヌオ婁表のわ9主赫木め計．

9）

lo）

H）

12）

β）

i4）

15）

周上．　貿z50に集録の風プ再林牧」穫奪裾一表地位中全團平均値，

同上．乳24『P集舞の杯・分牧腐表．

佐，野東一、お葺葺乞男；日疹る壇のアカマツσ・激彩ドつし、て．曽7Z．豪櫛丸嘗

霞な部演習林集報悌｛o毛．　四2＿ラ．

イ左藤夫t領P他．：杯劣｝主一長論資料1，立．不窟彦の15がう葱いアナ《ッ杯！
曽亨∫、車東た｝㌻竃導部演三冒杁尋及窓．葬48呈，　P只6r－70，

頃手丹季岡葵：．佐野察一繍i器：松と人生．円ケ3．朗亥書房．P曾．汐ムー16L

前訟，（佐野rき・殉日本釜旋7のアカぐ・ソの庫髪ぎモ殉丁、＝つ・へて）、瞭4一ら．

動毫葦他ビ重路の弓面石亘盧遷朽1（劇す5研艦勃皆考．回クク．β本壷錆ノ癖団．

直馨蓄糸粟化イ菜全協念．セE言、－8ワ．

・6）江廉薫：儲緋物削下な階8，麹髪，P既彫7，鴨5詑14r．
　　ヒzヲ5．

殉

（臼）



葬ラ章　　　のり猷亘庄o景魏

　　　芹書

　　　　　さン　　　　　ヘ　　へ　　　　ん答的に董搬ね対（裸勉斜面ししZののり面臨一激に多緬丘’あフて，親箆

　　　的に糖立面誉拝前景蓋麸としてヒうヌ．ら・1し，目にっきや・奄い。：痔にル弓蛇ずふどの毎痴り

　　　景註恥ナ5がに壼歳ね隣の懐1調並《醗：雌物申猷《こ葡な砥生と，渓昏諺観

　　　」して窮乏ら」蔭。しヒがフて，の、順の鱗さい・累観豪ウザ）樋1・†弱C

　　　とが多レ・。ρ

　　　　外紅號鞭秘幽曾郁犠滅・L釦節櫓舘ζ工暗概・幼与動・く

　　　郁毘托．勅媚の締し胡勧ざ．本黍麺洲轍レ饗践しZ、略と。つも莇湘ご、

　　　今わ糎生痢握〈不宙症瑚蔭」（》・》と二う馬あ・て．多様，嫌熊柔、ひ略．

　　　ヌ弄イこ箪｝（ようの9面憲くし源，理荏で㌧・しの｝｝｝凱直崔工の主薯ヤ茎位置珍しめており、

　　　才曇集予多用ミ博じΣであろうと予囎、芝承るが’、一力ず港、隠ビめがら櫨言ネε塵i教

　　　・て緬疑」うと邸薦乏夷も励。こ面うも動きの・認で．の噛緑憩・隙

　　　して回蘇，乏のの噛呼、・てε1のめ・漣生葦観｛諄いていく心力晃・・〉

　　　い勅よ繍び目樽縫ぶ御。の夫き縮題と疹・て。略．

　　　　囲面桓生景観ひ自．擁諏魚δ．脅と之，ざ㌧の順藷蓬柱盛企獲．桓！勤生

　　　看の可鰭牲ノ植宙σ・勉孝管埋担どなくσ、側郵抄ら蕨玄丁さずしねば裕ら稻い⊃ぐ．・ゑの

　　　う裾㌧ど功5朽槍環観勲55。、・し筋力㌧いう，露壇的・漁ゼ’濠観評

　　　イ面を矛盆でコ凪5バき謬三蓼のひとフびあ5。

　　　　一般lo、箆踏のり曲σ、景観；な，醗を走プニ†3Σ立湯がシ旦葛錫倉の景縫と2一覧

　　　5煮9ト⑦論蛇莫5う題も湯金の吃・汽じに欠別さ躰～。前壱劇慈講観，復為fδ外部

　　　景翌蔦ど叱δ、ガ　隔。しウ’し、・呵恢・錫創試3，捌1細疑嚢伽らげ，員

　　　立たぢ・、δ）に萌のI」．副細こ晋城匂・る糎生ぜあ3憶思わ哲乏。庵研髪

　　　で鳳ゆ厄直臨軌の切取碗面五副あげ注と・て勃酵暖観的弓動の租

　　　庄髪観諺平働ドブいτ，山地直瀦ぞ盈幣毘つ｝すり胤》いくフがのタ6プの切取り

　　　のワ齢対象1（竜殊微分菰（～P彦）に渓・）判鰭罐彬稿い穫も孔に。

　　　　琢おの噛髪観の参物｛砂、・て・聯彦多舜ぞ楓靴3・窪驚智て，層ゼ諺

　　　麹婦伽植棟ラ駕の」燐毛鋳袖（言駆肋℃阿う。

（64♪



　詞『し手権潔裸姻扮靴い府象州働判昆に知憾麹編董・憂舞擁

葦・の劇偉量概儒し彰・♪ズいで璽蓬一疹的盛3・の判是動を・概員），吃蒔へ鶴い鋤

に箇彊判症得最炉軌右の・）面の竜嫁鍋蜘・お偽位諏朗励’、・レ化。ン氏

セな孔咽紛苅熔り・衡正レ．粥紛苅磁眺て趨パ1面π群の判勉の

分麹芝角・」・忙。病．ヌ薩伽駒の種笙翻窃㌧7汐・ら，后酬麹の「樋瞬

勧瞬、瞭ムし化・二靴，判昆ヒ紛繊ほの橘群費葬砿・さく二，樫

畢観癖観め関伽・脳噛・し鶴⊃、昨艇騨て，囲面景観に縞霧乎

価霧￥梶和．る凝王蝶の・・く・痴艇餓・・翻既樋臨囲強景

麗三評価て畝磨に。

葬1飾　　療吃かオ法

　　　疹孫菟痔甚庫鈎1二躍「麺・弓雑吏多誌（～肺・伽・↑lcつド留でe蕾1乱1τeG締｝号配’

　　5P滅）㌔翻、ぴ謁。た。二の瀦、翻蜘初蓄癖嫁Zの童避

　　｝眺してヒら之，鰻量解輪誌ってそこか・b・轍・κ勧勺瞳嫁軸翻ムして

　　盗の慰餉轍し詩厨勃ラ拠励。鍛・・磯組棚簡諸舳郁
　　吾循詞群潮姦し．勧弗郵鳳、適当・5々裂先う広禰籟，、妊軽、詔鱒

　　判幽展の天蔑卦・言ぴ翼～。したザ底つて，童瞭郵訊Φ翫惚埆浩詞河。数

　　に57て耀逢芝れ各。二い毛多髪量鱗蒲して少教〉気えか童k味空1瓢1こ立似レ，斌匁

　　そ塀前邸。本碑菟で1毎萌璃二なり、・，苅濠註引毒喋軸毛抽ムし乏刎

　　面畢春毘α手，庭磁を訥べ．手・腱得莫と翠媛薯表彦の痴琢老磁可考毛，

り一1　判定罫「象．のウ面

　　対象のり郵3でき5魚アー餉。員ら札5畢観郭プセ朗蓼邸比力焔まい・．

　そ二で，：の調電ゑさ．〃・・）面形課や種萄だ筑の異7調2う｛固所のの・）面セ琶窪し

　し。訊ら卿り画δ一豊惇．由蛇臨乙島」・擁秘が老1噛く）で亘困・～・・⇔

　伽景勧う穫叡か鮭靴考乏春誘乱纏囲卵鱒恥重膨訂

殉
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　　　　　　　　　　＊z　　　　　　　　　　　　　　　　　＊3
比魚・幽ドラ6ブウエイあ・5び跣山島雄♪ぐ一クウェイのラつの幽蛇臼勤輩豊エリ

選魚てく25翻伽ρり砲で齢．・琢モ噛切取伽緬ぞあリ，飴翻蓼磨屑蕩

望写義3一鷺～2うに柔寄。1

／－z　砺居詞ズ雇

　　　棚乾琳・癒糊の綱の耀司蝋吻繍諺、して臨の議千）

　　に朗いらμたもの詞望定し．コtに，のり面照観拶庭筋1超、ざρし暁

　　舞そら柱3し・〈フがの語を加え夜。（二の廊究で用いヒ舶雇詞醸σ羨3－1に示

　　した22個0彫彪詞冠かりづう夕弄斐鱈尺護ガある。落お、SD法乏覧1さ一蔽に20個煎ゴヌ

　　ρ尺度敷〆童当ヒミdしalり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

1一う被襲為の豊薙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1う、く）　　　　　　　　　　　　　　　　（二iテ丈）

　　撚老’穿豊図．夢ブ筋あ・5♂ρり面鐸イじ分野の専〔塵．知参院髭お喜び導匙とに尊

　　り楢威禰し齢脳ゼ協う。被験着匂…趣筋簡扮野励郵熱f（理由危のり

　　融縁ろLO．・しのり面景勧（諏て麺張縞・ゾあ秘姥乙如仁のく学帳能

　　躯狭採詠薦嬬裳ビ誓あ幽秘防と禰ヒ隷認で動う・ず防
　　略危乙いうノ破鰻着叡疹，綴雍老が疾種塔ジ竃．分脅どいろ茄莫団かb逡症され超ヒ可

　　膿ば，二の種の童・講調重ゼ、縮的1く処裡ボ可能呑数ひ範題竜（功る乙けづ玄｝聖・tラ。

　　†a｝》竃．写・令扇坂溶2◎究イでソタ凶．ヲo才イや3人．4啄妬午人．タoを汽’・1人であフた・

1－4一　判足訟彰隻（パお彦

　　被3獲着に感鏡地で柔としての1）面の前秀20楓恵聾ゼ辞止ざtL、ユ2苅亀尺度に詫入

　　さ℃fヒ。奄お，翻象ハリ面1く赫ぢを秀向13写，喜∋一了八ユ3に禾しfくオ向ぞあ秀。

　　ま楓のう馴個前あ物りの判髭．疇厨薩3分以肉ヒし牝。

多2節　対象のり面の最諺殖

知象の、｝蜘・つ、・て、捌毒試験ヒ筋，健1・一知影躯1ずδ詣塁賄・（っ・・て翻看

しz番く1必辱ザあ》。孕淀言ま駿の麓果ヒ棄参亀薯因ヒの｝劉偉も蕨論可ち¢めであ5。

＝こで，言主ヒ・ての嘱〕σ、冊状あ・3び雁．｛麟骸る芝ヒリあげ撫。

マ撮剣面の捌プ秘び櫓乞鴇駄つ・・て’さ，の順踊乙，川訊のり繭，

（循）



表3－1彩唇諭穴康

歪

糞

／

2

3

∫

6

7

8

9

ノ”

〃

ノ2

ノ3

ノ4

／5

／6

ノ7

ノ8

ノ9

詳ク

9／

22

　　　　　　　輩％ぴ輩
　　　　　　　　　マ　　し、　キ　tく　　　　　　　く

　　　蘇鵯十一十一L＋一斗褄雑，ぎ

　　擁’勉’・ガー←一十一ト十→1さ，九い

　　　美い・十一ト」一ト昇，冥．、

　　　危霞，ξ十一＋＋ト＋曽伽

　　劾匂。C　4一キー千一＋→・ち、、

　　　碗・ヒ斗一←＋＋十稼建・｝

　　　・トさ・・←十→一←十擬。・

　　　　嵩、・←一十一→一→一」十侮．・

　　　梶。・一十老・・音
　　　人工飾δ＋一＋蘇的・3
鞠側ぎ…＋「一→→一＋鋤・・富ぼ

　　　柔説的f8十一ト十一十一十一蒔的・矛

　ぎぎ）ぬつしい　十一一←一十一一十一一十　力掻い

　　　ガ喰、・4－十一十一ト十㈱励紬

　　働らウ％十一←十→一十勧．・

親し融励＋一一ト＋→一→一親、剛てく、・

　　匪臼齢十一冒立。た
　　　　蜜・5桐一L斗ま，ずろ語

　　謡叙κ一L一不講購
奴だめ・8＋→一→一＋一一ト賞、・きしヒ

　　栖柔の♪≦一十勘ず。k
　　　　↓い一ト十一十一十一十のる．・

（クo）

〆



砦蓬牲（主寵納判断γ，七頓，ネ直生／撮～褻．群薙島，確む権，覆も権薇凄，弘理

穆数、の庭r均鼠にっいて細養乞お二疹うヒ。逸の緒果；さ表3＿2に斥可ヒおgzゴあ

う。

　氷1　東看や東山豊艶（三鼻マ1皇りπ勅芳・ら五条勇・ジ渚困寺にい起う廷暮3論協Aの重稀）：

　　　1曾ぢ3鼻がらi曾夕？逸｝こヵ’1すマ、はじのて箋璋縫多艇得工ガぐ蓬一誓翫川）面の飾イしK扉

　　朗されち豊鷲乞’あ努。訊量1す1ラ6耳。る②うちめ一都に隠該籔区ガ謙汀ら八，葺

　　橡嬢講塗樋，靴三㌧の接．蘭蘇議勧灘齢礎繍重嚇さ
　　　　　　うユリ　ラ　

　　・｝てていう．　地恥窪婦轟・馬レ，粗知・陶ζ破祷しヒ道屑甲飾理の多、端艦
　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　の露歩したヒニ・うが怨く，弘1筋孝痩でぜせてい箔。縁為樗ノσ0～2〃0夙の範嗣Kあ

　　り，癩E不直僅崎ア〃〈7ツ杯ぞ動る．　〆抑知寳｝績勃ヒに感，｛該誘盆送以外ガ直ウく一ビン

　　ブラブゲラス纏i多がロ為≡「汀ら慎た。壬箆鞄ρのしh強状5乞ほ．牽穫φ進4そして（と二う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　か倒3－16卑主oアカマツ林を望してし汚。切叡の～脇勾酌さち一8今乞’あ～。

零、　滋L幽・島雄ノρ一ワ匂壬ろ（葉都彪象正鳥尾本かり同佐中島にい宮も逆覆畝7師口重髭）：

　　　葭地蛾殖臨と・て灘・年・調逸。贈軸丹糎群・属レ醜擁巧熊，窃養

　　勲一←．艇・嘆軸綴劾・らで詩．のウ面に1諾維の驚訟してい靴ころも爵ら、氏

　　う，纏島銘典脚一う・鰍凋民にあ広宅姦・摘雌を断航て発き簾ガつσり

　　晒一乙いち。耳乎朔気…局」訓履3P（，彦未量は全耳4638伽徹0暫瞬r70…評凋）．凋並

　植生痔アカマツ跡ビ、一杉β后勧にじノキ・童赫タ也が訂りれ．も。場衆刀ののlll敢編瓢工

　　i言曽～一じσソブラブゲラス卑簗多ロ又信痔にようものである。…哩ラ兇蔦，」師禰循グり
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図3－4　老遣路の植生豊観指橡李・5び多平緬彪の頻厚・分涌
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杯湘当郭赫分が叛立筋銘ねビ髪殿硯を得短毎研餐踊して，勧厳

術的譲翫ぽ．駆櫓主景観莇向へ頽蛭覆冨う覇蜴合初勤謡馬け

3繍麟壷・量定や播霧齢・，司肇垂があげb低・，誌．雑持壱埋ひ）纒・・て
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　第3舞ぞrさ．蓼｝章お㌻び斧2章で速バ’たSうに、多漠ナジ藻訊働おでもの｝｝和

植生覧詠靴訊醜が賜蔓看號景観飾諺5嬉どのδうに評5軌．ゼの勘

τ》植生犀観乏溢δしい弾断腸納・フいて砺曳したものぞあ乱堕加5」も、
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フ。調郵行動科勤分野で用、、り・略茸購紛ラ叡5眩）講用し，穿i章あ1

冨葬2葦で肋、脈あ・誘糎の副醜瞬・・て孝懐誠験断ゴ甚・た。勘

諦駐籔量餌薪伝捌面誘擁・因乞劉蘇課匂懸殉含究1謬・て，嫡

象の9面2序列化巧》つとがて1臨さでご．老の畜彦犀．のり面峯観あ評絢1護のり面麺生

の量ど復；こ蟹籍1二1蜀偉し、，と（に木黍蓼覆主（ハ量と復が玄平鰯乏畠め》大蔓†3曽因で「

薦二と棚・即た・訟鄭研焚漉して，釧謡繭禰毛しぐさ棄鑑燭
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醸鋤豪と艮鴨知宛掴．判矯裸淋叙・3は随濫・・雄、喋
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ヒ6り殆初ヒ彦偽。の噛緑化欝びわ管懇毯の鰍の一助切・詠
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蔽廉免香’・広ぽ灘都購勅鮪汐肱に・ぐ肪御乳紳しあげ巷巧・†錨・
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